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外
園
為
替
相
場
の
決
定
原
因
の
問
題
は
、
古
く
か
ら
論
識
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
此
の
論
華
の
陣
螢
は
激
し
く
劉
戦
す

る
二
つ
の
黛
派
に
分
れ
て
ゐ
る
。
即
ち
一
は
需
要
供
給
誂

(
T
h
e
o
r
y
o
f
 
d
e
m
a
n
d
 a
n
d
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レ
ラ
ア
イ
の
総
替
珪
諭

一
、
序

レ
フ
ァ

イ

日 の
為
替
埋
論

一

、

序

言

二
、
為
替
相
場
の
理
論
的
基
礎

三
、
外
國
支
挑
手
段
市
場
に
於
け
る
需
給
闘
係

―
-

i

、
封
内
賭
買
力
の
疲
展
と
賭
買
力
平
債

五
、
為
替
相
場
と
睛
買
力
平
債
及
び
需
給
闘
係
の
愛
化
と
の
闘
係

六
、
豚
来
の
観
測
と
為
替
相
場
の
安
定
策

七

、

結

言
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表
す
る
者
で
あ
る
が
、
修
正
を
加
ふ
る
も
の
に
、

レ
フ
ァ
イ
の
為
替
理
論

で
あ
り
、
他
は
購
買
力
平
債
説
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に
局
す
る
人
々
で
あ
る
。

需
要
供
給
誂
は
其
需
給
の
根
源
を
國
際
貸
借
に
求
め
る
こ
と
か
ら
、
國
際
貸
借
説
と
も
稲
せ
ら
れ
、
そ
の
貸
借
闘
係

を
主
と
し
て
商
品
貿
易
に
求
め
る
貿
易
差
額
説

(
T
h
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r
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o
f
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h
e
 
b
a
l
a
n
c
e
 
o
f
 t
r
a
d
e
)
 

ゆ
る
園
際
的
牧
支
を
も
包
括
し
て
考
へ
る
支
彿
差
額
説
又
は
國
際
牧
支
差
額
説

(
T
h
e
o
r
y
o
f
 t
h
e
 
b
a
l
a
n
c
e
 
o
f
 
r
a
 ,
 

y
m
e
n
t
s
)

と
に
分
ち
得
る
。

國
際
貸
借
詮
は
枇
界
大
戦
ま
で
は
、
殆
ん
ど
為
替
理
諭
の
定
説
と
見
倣
さ
れ
て
ゐ
た
が
、
大
戦
勃
褻
以
来
各
國
が
殆

ん
ど
皆
金
本
位
制
の
様
能
を
停
止
す
る
や
、
本
来
金
本
位
制
を
前
提
と
す
る
國
際
貸
借
説
を
以
て
し
て
は
、
不
換
紙
幣

制
の
下
に
於
け
る
為
替
相
場
の
均
衡
黙
に
就
い
て
充
分
な
る
説
明
を
輿
へ
得
ざ
る
に
至
っ
た
。
此
の
迎
論
上
の
欲
求
と
、

嘗
時
の
騰
落
常
な
き
為
替
現
象
に
直
面
し
て
促
さ
れ
た
其
の
安
定
策
の
孜
究
と
か
ら
生
れ
た
の
が
、
所
謂
カ
ッ
セ
ル
の

賭
買
力
平
債
誂
で
あ
る
。
然
る
に
カ
ッ
セ
ル
の
賭
買
力
平
債
詮
は
、
最
初
は
興
味
と
賞
讃
と
を
以
て
迎
へ
ら
れ
た
が
、

後
に
は
理
論
上
並
び
に
経
瞼
上
か
ら
批
判
と
反
駁
と
修
正
と
が
加
へ
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
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謡
替
相
場

(
d
e
r
'
i
V
e
c
h
s
e
l
k
u
r
s
.
)

は
自
國
貨
幣
で
表
は
さ
れ
た
る
外
國
貨
幣
箪
位
の
債
格
で
あ
る
。
（
註
の
一
）
窪
i

の
二
）
為
替
相
場
は
二
つ
の
本
位
貨
幣
の
債
値
闘
係
を
表
は
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
雨
者
の
問
に
こ
れ
を
結
び
付
け
る

レ
フ
ア
イ
の
岱
替
理
論

二
、
理

全
阻

-
l
i
t

日

的

基

礎

m

そ
の
設
の
正
否
の
桧
討
は
他
に
譲
る
こ
と
に
し
て
、

策

二

巻

一
四

a•; 
牙フ

"U リ加

。

説
が
あ
り
、
駁
撃
を
加
ふ
る
も
の
に
、

B
.
N
o
g
a
r
 0

及
び

J.

W. A
n
g
e
l
l

等
の
投
機
説
、

J.
v
a
n
・
w
 alre 
d
e
 B
o
r
 ,
 

d
e
s

の
貨
幣
信
認
説
、

C.
R
i
s
t

の
豫
算
均
衡
證
等
が
あ
る
。

尚
ほ
此
の
他
に
、
為
替
評
債
説
、
轍
出
可
能
財
説
、
支
彿
菜
額
及
び
投
機
流
、
偵
樅
差
額
諜
等
々
の
諸
學
説
が
、
或

は
需
要
供
給
説
の
修
正
諒
と
し
て
、
或
は
賭
買
平
債
説
の
緩
和
説
と
し
て
唱
道
せ
ら
れ
、

百
花
線
氣
の
朕
を
呈
し
て
ゐ

絃
に
彼
の
為
替
理
論
の
概
要
を
述
べ
て
見
や
う
。

一
四

絃
に
紹
介
せ
ん
と
す
る
レ
フ
ァ
イ
の
危
替
皿
諭
は
、
雨
學
諒
の
折
衷
説
と
見
得
べ
く
、
即
ち
一
九
一
四
年
よ
り
一
九

ニ
四
年
迄
に
至
る
佛
蘭
西
に
於
け
る
外
國
為
替
相
場
の
褒
展
を
、
迎
諭
的
並
び
に
賀
際
的
観
勘
か
ら
考
察
し
て
、
需
要

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

供
給
説
と
購
買
力
平
憤
説
と
は
、
互
に
相
排
斥
す
る
學
詮
で
は
な
く
寧
ろ
互
に
相
柿
足
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
箆
替
相

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
畜
ヽ
、
、
、
、
、
、
、
、

‘
p

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
0

、
ヽ
‘
,

場
の
愛
動
は
此
の
一
一
學
高
の
紐
合
せ
に
よ
っ
て
初
め
て
良
く
説
明
し
得
る
も
の
で
あ
る
と
の
結
論
に
到
逹
し
て
ゐ
る
。

る。

7) I. M. Keynes, A Tract on Monetary Reform, 1923. 
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因
た
る
需
要
供
給
の
闘
係
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
（
註
の
こ

レ
フ
ァ
イ
の
代
嶽
ぃ
理
論

何
等
か
の
闘
係
の
存
在
す
る
か
否
か
と
い
ふ
と
と
は
頗
る
重
要
で
あ
る
。

欧
洲
大
戦
前
に
於
て
は
、
多
く
の
國
は
そ
の
本
位
貨
幣
を
金
の
憤
値
の
上
に
建
設
し
た
。
従
つ
て
此
の
本
位
貨
幣
の

即
ち
大
戦
前
に
於
て
は
謡
替
相
場
の
髪
動
に
は
一
定
の
限
界
（
上
方
並
び
に
下
方
の
金
輸
送
黙
）
が
存
在
し
た
。
換

言
す
れ
ば
二
つ
の
金
本
位
貨
幣
箪
位
の
最
目
及
び
慣
値
の
比
率
を
説
明
す
る
所
罰
法
定
平
債
か
ら
僅
少
な
乖
離
が
あ
っ

た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
大
戦
勃
衰
後
、
米
國
を
除
く
殆
ん
ど
凡
て
の
交
戦
國
が
金
本
位
制
を
腋
棄
し
て
、
相
互
間
に

一
定
の
割
合
の
存
せ
ざ
る
純
然
た
る
紙
幣
本
位
制
を
採
用
し
た
結
果
は
、
箆
替
相
場
に
よ
っ
て
表
は
さ
れ
た
る
所
の
各

本
位
貨
幣
相
互
間
の
債
値
闘
係
は
急
激
に
髪
化
し
、
戦
前
の
造
幣
比
債
と
は
全
く
異
な
っ
た
新
ら
し
い
依
値
脳
係
を
形

成
す
る
に
至
っ
た
。

そ
こ
で
、
危
替
相
場
の
菱
化
を
決
定
す
る
原
因
は
何
で
あ
る
か
の
問
題
が
起
る
。

前
述
せ
る
如
く
、
為
替
相
場
は
外
國
支
佛
手
段
の
債
格
で
あ
る
。
即
ち
為
替
相
場
も
―
つ
の
債
格
な
る
が
故
に
、
腐

替
相
場
の
問
題
は
全
債
格
精
成
問
題
の
一
成
分
と
し
て
考
察
さ
れ
得
べ
く
、
従
っ
て
為
替
相
場
も
亦
一
般
債
格
訣
定
原

然
る
に
外
固
支
彿
手
段
に
釘
す
る
寄
給
の
統
計
的
把
握
は
頗
る
困
難
で
あ
る
か
ら
、
此
等
需
給
の
基
礎
た
る
べ
き
固

一
般
共
通
の
基
礎
に
よ
っ
て
、
各
本
位
貨
幣
相
互
の
間
に
、

―
つ
の
確
定
せ
る
債
値
闘
係
が
存
在
し
て
ゐ
た
。
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第

二

巻

第

誠

一四

際
的
債
値
移
動
が
追
求
さ
れ
る
。
而
し
て
此
の
國
際
的
債
値
移
動
を
知
る
に
は
、
國
際
間
の
貸
借
野
照
表

(
d
i
e
Z
w
i
s
 ,
 

c
h
e
n
s
t
a
a
t
!
i
h
e
 
B
i
l
a
n
z
)

を
設
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
註
の
四
）

國
際
間
の
貸
借
鉗
照
表
に
は
稜
々
あ
る
が
、
就
中
年
度
支
彿
鉗
照
表
(

J

a
h
r
e
s
z
a
h
l
u
n
g
s
b
i
l
a
n
z
)

の
諸
項
目
が
支
彿

手
段
市
場
に
於
け
る
需
給
と
し
て
表
は
れ
、
此
の

N
a
h
l
u
n
g
s
b
i
l
a
n
z
 

ヽ
｀

け
る
需
要
の
優
勢
を
意
味
し
、
為
替
相
場
を
騰
貴
（
支
彿
勘
定
相
場
)
せ
し
め
る
。

然
し
此
の

N
a
h
l
u
n
g
s
b
i
l
a
n
z

に
は
自
動
的
制
過

(
e
i
n
e
a
u
t
o
m
a
号
c
h
e
H
e
m
m
u
n
g
)

が
行
は
れ
、
若
し
為
替
相

場
が
更
に
一
磨
騰
貴
す
る
時
は
、
新
た
な
債
梱
項
目
を
培
進
し
て

N
昏
l
u
n
g
s
b
i
l
a
n
z

、、

の
供
給
が
一
層
優
勢
と
な
る
時
は
、
為
替
相
場
は
低
落
（
支
彿
勘
定
相
場
）
す
る
。

は
再
び
均
衡
朕
態
に
復
り
、

そ

此
の
自
動
的
良
化
は
中
央
銀
行
の
割
引
方
策
に
よ
っ
て
も
亦
促
進
さ
れ
得
る
。
例
へ
ば
若
し
巴
里
に
於
け
る
割
引
料

が
他
國
に
比
し
て
高
率
で
あ
る
な
ら
ば
、
外
國
の
資
本
家
は
巴
里
宛
の
辮
演
期
に
在
る
仮
椛
を
賣
却
し
て
猿
た
る
資
金

を
一
時
巴
里
に
留
め
置
く
で
あ
ら
う
。
か
く
割
引
方
策
は
支
彿
義
務
を
推
移
せ
し
め
て

N
a
h
l
u
n
g
s
b
i
l
a
n
z
を
良
化
し
、

従
っ
て
為
替
相
場
を
も
回
復
せ
し
む
る
。

尚
ほ
此
の
割
引
方
策
の
他
に
、
辮
齊
期
に
到
ら
ざ
る
似
植
が
賓
却
せ
ら
れ
て
、
勝
来
支
挑
ふ
べ
き
も
の
を
現
在
に
於

て
支
彿
ふ
所
謂
支
彿
の
推
移

(
N
a
h
]
u
n
g
s
v
e
r
s
c
h
i
e
b
u
n
g
)

並
び
に
之
と
類
似
の
外
國
信
用
の
請
求

・
レ
フ
ア
イ
の
鯰
替
珊
論

一
四
三

(

I

 
n
a
n
s
p
r
u
c
h
n
-

の
悪
化
（
借
方
）
は
外
固
支
彿
手
段
市
場
に
於
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照
表

(
i
n
te r
n
a
 tional e
 V
V
 erti.i b
e
r
t
r
a
g
u
n
g
s
 bi
l
a
n
z
)

に
は
何
等
の
反
討
項
目
を
存
せ
ざ
る
直
接
の
危
替
手
形
の
夜
買

即
ち
葛
替
思
惑

(
d
i
e
D
e
v
i
s
e
n
s
p
e
k
u
l
a
t
i
o
n
)
 

の
影
響
を
典
ふ
る
。

に
因
つ
て
も
起
り
得
る
。
従
っ
て
此
の
腐
替
思
惑
は
為
替
市
場
に
種
々

然
る
に
、
祉
界
大
戦
勃
嶺
後
今
日
迄
の
第
替
相
場
の
菱
動
を
見
る
に
、
上
述
の

N
a
h
l
u
n
g
s
b
i
l
a
n
z
 

並
び
に
外
國
支
彿
手
段
市
場
に
於
て
均
衝
作
用
を
螢
む
所
の
要
素
即
ち
中
央
銀
行
の

割
引
方
策
、
支
彿
の
推
移
、
外
國
信
用
の
請
求
、
及
び
嵩
替
思
惑
等
に
よ
つ
て
は
説
明
し
得
ざ
る
或
る
も
の
が
存
在
す

る
。
即
ち
一
般
的
債
格
構
成
の
要
因
以
外
に
尚
ほ
特
殊
的
た
事
情

(
s
p
e
z
i
f
i
s
c
h
e

U
 
m
s
t
a
n
d
e
)

が
考
察
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
特
殊
事
情
こ
そ
は
外
國
為
替
の
性
質
並
び
に
機
能
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
之
を
参
酌

し
た
第
替
相
場
菱
動
の
學
骰
に
カ
ッ
セ
ル
の
賭
買
力
平
債
設

(
d
i
e
C
a
s
s
e
l
s
c
h
e
 T
l，;c::irie 
d
e
r
 K
a
u
f
k
r
n
f
t
p
a
r
i
f
l
t
e
n
)
 

が
あ
る
。
（
註
の
五
）
カ
ッ
セ
ル
の
學
説
は
次
の
こ
と
か
ら
出
痰
し
て
ゐ
る
。
即
ち
、

『
吾
人
が
外
國
貨
幣
に
封
し
て
一
定
の
債
格
を
支
挑
ふ
こ
と
を
肯
す
る
の
は
、
結
局
該
貨
幣
が
そ
の
本
國
に
於
て
、
物

蓑
や
努
務
等
に
封
し
て
睛
買
力
を
存
す
る
こ
と
に
基
く
。
然
る
に
吾
人
が
一
定
額
の
自
國
貨
幣
を
提
供
す
る
場
合
に
は
、

(
s
e
l
b
s
t
r
e
g
e
l
n
d
e
 
T
a
t
i
g
k
e
i
t
)
、

外
國
支
彿
手
段
の
需
給
ぱ
、
管
に

N
a
h
l
 u
n
g
s
 bi
l
a
n
z
 

‘
,
＄
序
用
諭

”
3
4
l
1
/
i
rと

ン

フ

ァ

イ

の
諸
項
目
に
よ
っ
て
の
み
な
ら
す
、
國
際
的
債
値
移
轄
の
釘

a
h
m
e
 a
u
s
H
n
c
l
i
s
c
h
e
 
K
r
e
d
i
t
e
)

な
ど
も
、

N
a
h
l
u
n
g
s
b
i
l
a
n
 N

の
均
衡
を
褐
る
方
法
で
あ
る
。

第

二

巻

一
四
四

の
自
猿
的
活
動

第

＂じ効し

一
凹
四
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時
に
於
け
る
相
場
よ
り
も
、
三
倍
騰
貴
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

吾
人
は
自
國
の
物
資
及
び
労
務
に
封
す
る
購
買
力
を
霞
際
に
提
供
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
故
に
吾
人
の
自
國
貨
幣
を
以

て
す
る
外
國
貨
幣
の
評
債
は
、
主
と
し
て
二
つ
の
貨
幣
が
各
自
國
に
於
て
存
す
る
相
封
的
睛
買
力

(relative
p
u
r
c
h
a
 ,
 

s
i
n
g
 
p
o
w
e
r
 o
f
 t
h
e
 
t
w
o
 c
u
r
r
e
n
c
i
e
s
 
i
n
 
t
h
e
i
r
 
r
e
s
p
e
c
t
i
v
e
 
c
o
u
n
t
r
i
e
s
)

に
よ
つ
て
血
い
キ
，
る
。
』

『
外
國
為
替
相
場
は
均
衡
朕
態
に
於
て
は
、
自
國
の
貨
咸
rlJ

が
自
國
内
に
於
け
る
睛
買
ル
と
、
他
國
の
本
位
が
そ
の
本
國

に
於
け
る
賭
買
力
と
の
割
合
に
等
し
か
ら
ん
と
す
る
傾
向
を
有
す
べ
き
も
の
な
り
と
の
結
果
に
な
る
。
こ
の
二
つ
の
本

『
若
し
或
る
本
位
貨
幣
の
購
買
力
が
、

そ
の
正
常
闊
買
力
の
六

0
％
に
、
他
の
本
位
貨
幣
の
購
買
力
が
二

0
％
に
低
落

、¥_／

16
の
2

し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
此
の
二
つ
の
本
位
貨
幣
の
購
買
力
平
憤
は
三
で
あ
る
。
』
（
註
の
六
）

此
の
例
は
一
九
二
四
年
の
初
め
に
於
け
る
英
佛
の
場
合
で
あ
っ
て
、
英
國
向
け
の
佛
國
鯰
替
相
場
は
、
か
く
て
標
準

是
に
由
つ
て
観
る
に
、
賭
買
力
平
債
誅
に
従
へ
ば
、
危
枠
相
場
の
愛
動
の
究
極
原
因
と
し
て
、
貨
幣
の
封
内
闊
買
力

が
依
存
す
る
所
の
諸
要
因
が
考
察
さ
肛
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
か
く
し
て
、
為
替
相
場
愛
動
の
研
究
は
、
二
重
の
基
礎
の

上
に
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
詳
言
す
れ
ば
、
第
一
に
需
要
供
給
の
闘
係
、
そ
れ
は
為
替
租
場
に
直
接
作
用
す
る
が
、

然
し
そ
の
作
用
は
附
随
的
な
（
第
二
次
的
な
）
債
格
構
成
要
因

(
s
e
k
u
n
d
i
i
r
e
P
r
e
i
s
b
i
l
b
u
n
g
s
f
a
k
t
o
r
)

と
し
て
追
究
せ

レ
フ
ア
イ
の
代
替
理
論

位
貨
幣
の
購
買
力
の
比
が
購
買
力
平
債
で
あ
る
。
』

第

二

巻

一
四
五

第

一

琥

一
四
五

16) Cassel, ibid. p. 138 
16の2)Revai, a. a. 0., S. 19 
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ら
る
べ
く
、
第
二
に
國
内
に
於
け
る
貨
幣
の
賠
買
力
を
決
定
す
る
所
の
要
因
が
追
究
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
而
し

て
こ
の
要
因
は
作
用
に
於
て
は
主
た
る
根
本
的
な
債
格
椿
成
要
因
と
し
て
示
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

（
註
の
一
）
外
國
為
替
相
揚
の
表
示
方
法
（
建
方
）
に
は
、
自
國
貨
幣
を
某
準
と
す
る
も
の
と
、
外
國
貨
幣
を
基
準
と
す
る
も
の
と
の
二

つ
が
あ
る
。
前
者
を
外
貨
建
相
揚
叉
は
受
取
勘
定
相
揚
と
云
ひ
、
後
者
を
邦
貨
建
相
揚
叉
は
支
排
勘
定
相
揚
と
云
ふ
。
此

の
二
者
執
れ
を
探
る
か
に
従
つ
て
、
為
替
相
揚
の
聡
貴
又
は
低
落
の
意
味
が
全
く
反
鉗
に
な
る
。
レ
フ
ア
イ
の
為
替
相
揚

の
定
義
は
支
彿
勘
定
相
場
の
鄭
念
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
脇
落
を
諭
ず
る
場
合
に
於
て
も
亦
然
リ
。

（
註
の
二
）
ク
ナ
ッ
プ
は
其
著

(Staatliche,
T
h
e
o
r
i
e
 d
e
s
 
G
e
l
d
e
s
,
 
1
9
2
1
.
 
s. 
2
0
0
)

に
於
て
、

W
e
c
h
s
e
l
k
u
r
s
な
る
言
盆
K

は
登
i

替
手
形
の
存
在
を
前
提
と
す
る
も
の
で
、
狭
義
に
過
ぎ
る
嫁
あ
り
と
し
て
、

d
e
rinterv~lutarische 

K
u
r
s
 <
本
位
相
互

間
の
相
揚
）
と
呼
ぶ
べ
き
こ
と
を
提
言
し
て
ゐ
る
が
｀
レ
フ
ァ
イ
も
亦
侶
替
手
形

(
d
e
r
W
e
c
h
s
e
l
)

が
正
規
の
馘
際
的

支
彿
手
段
で
あ
っ
た
時
代
に
於
て
は
、

d
e
r
W
e
c
h
s
e
 Ik
u
r
s

な
る
表
現
は
適
営
な
ら
ん
も
、
低
替
手
形
以
外
に
小
切
手

叉
は
醸
渡
證
書
等
の
種
々
の
支
彿
手
段
の
用
ゐ
ら
れ
る
今
日
に
於
て
は
、
最
早
適
霜
な
用
語
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
を
指
摘
し

て
ゐ
る
。

m

（
註
の
三
）
レ
フ
ァ
イ
は
先
づ
錨
替
相
揚
を
決
定
す
る
原
因
と
し
て
、
一
般
債
格
櫛
成
要
因
た
る
需
要
供
給
を
畢
げ
て
ゐ
る
が
、
尚
ほ

特
殊
事
情
と
し
て
賭
買
力
平
債
を
も
考
慮
す
べ
し
と
主
張
し
て
ゐ
る
。

（
註
の
四
）
レ
フ
ア
イ
は
こ
れ
ま
で
の
國
際
貸
借
到
照
表
の
概
念
が
朋
瞭
を
欠
い
で
ゐ
る
か
ら
、
先
づ
そ
の
概
念
を
明
確
に
す
る
た
め

die 
internationale 
V
e
r
m
o
g
e
n
s
b
i
l
a
n
z
 (
國
際
的
財
産
到
瞭
表
）

die 
Zeitlose 
F
o
r
d
e
r
u
n
g
s
b
i
l
a
n
z
 
(
不
定
期
的
債
擢
甜
照
表
）

die 
J
a
h
r
e
s
f
o
r
d
e
r
u
n
g
s
b
i
l
a
n
z
 (
年
度
債
擢
饗
照
表
）

レ
フ
ア
イ
の
厖
替
理
論

銀

二

巻

一
四
六

第

一

臨

一
四
六

17) Revai, a. a. 0., S. 13 
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為
替
相
場
の
菱
動
を
間
明
す
る
に
は
、
(
-
)
外
園
支
彿
手
段
市
場
に
於
け
る
需
給
闘
係
の
愛
化
及
び
｀
（
二
）
劉
内
購

買
力
及
び
購
買
力
平
債
の
褻
展
と
を
孜
究
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

先
づ
外
國
支
彿
手
段
市
場
に
於
け
る
需
給
闘
係
の
愛
化
を
見
や
う
Q

但
し
絃
に
注
意
す
べ
き
は
、

F
o
r
d
e
r
u
n
g
s
b
i
l
a
 ,
 

に
、
（
扁
替
相
場
の
研
究
に
は
の
助
を
藉
b
る
こ
と
、
及
び
官
願
統
計
の
不
完
全
な
る
こ
と
等
で
あ
る
。
即
ち
従
来
一
般

H
a
n
d
e
l
s
b
i
l
a
n
 N

即
ち
國
際
間
の
商
品
交
換
か
ら
生
す
る
所
の
個
伯
移
轄
の
到
立
の
み

が
、
盆
替
相
場
の
基
礎
と
な
る
が
如
く
考
ら
れ
て
ゐ
た
が
、
國
際
間
の
憤
値
移
轄
は
、
管
に
商
品
交
捩
に
よ
っ
て
の
み

生
す
る
も
の
で
は
な
く
、
國
際
的
企
業
の
損
盆
、
海
外
放
蓑
、
信
用
の
設
定
、
移
民
及
び
旅
行
者
等
の
送
金
叉
は
旅
費
、

賠
償
金
の
支
彿
等
に
よ
つ
て
も
生
じ
、
此
等
の
債
伯
移
轄
に
基
く
依
椛
債
務
の
多
く
は
、
そ
の
辮
齊
期
の
瞬
間
に
於
て
、

レ
フ
ア
イ
の
総
替
狸
論

n
z

及
び

H
a
n
d
e
!
s
b
i
l
a
n
z

一
、
外
國
支
彿
手
段
市
場
に
於
け
る
需
給
関
係
m

第

二

巻

一
四
七

/,<・ 
牙士

""' 磋'"
一
四
七

die J
 a
h
r
e
s
z
a
h
l
u
n
g
s
b
i
l
a
n
z
 (
年
度
支
彿
到
照
表
）

等
々
に
つ
い
て
定
義
し
、
且
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
総
替
相
揚
に
到
す
る
欄
係
を
説
明
し
て
ゐ
る
。

2

扉
の
五
）
カ
ッ
セ
ル
の
間
買
平
債
呪
の
基
礎
誤
念
は
既
に
リ
カ
ル
ド
の

Principles
o
f
 
Political 
E
c
o
n
o
m
y
 
a
n
d
 T
a
x
a
t
i
o
n
 

に
於
て
見
出
し
得
る
が
、
カ
ッ
セ
ル
は
此
の
リ
カ
ル
ド
の
思
想
を
組
織
的
な
糠
括
的
詫
明
を
し
た
最
初
の
人
で
あ
る
。
の

（
註
の
六
）
此
の
黙
は
レ
フ
ア
イ
の
瞑
解
で
あ
っ
て
、
コ
ラ
ン
一
ー
ー
も
彼
の
論
院
に
於
て
此
の
認
を
指
摘
し
て
ゐ
る
。

g

18) Revai, a. a. 0., S. 15-16, 
19) Revai, a. a. 0., S. 18. 
20) Koranyi, a. 0., S. 274. 
21) Revai, a. a. 0., S. 23-39. 
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法
に
野
し
て
、
轍
入
は
八
四
二
二
日
萬
法
で
あ
っ
た
。

働

一
九
一
三
年
輸
出
の
六
八
八

0
百
葛

闘
係
の
愛
化
を
眺
め
よ
う
。

國
際
的
仲
次
商
業
が

N
a
h
l
u
n
g
s
b
i
l
a
n
z

に
表
は
れ
な
い
こ
と
等
は
注
意
す
べ
き
獣
で
あ
る
。

以
上
の
諸
貼
を
願
慮
し
て
、
大
戦
前
か
ら
の
佛
蘭
西
の
國
際
的
慣
仙
移
韓
の
獲
達
、
支
彿
手
段
市
場
に
於
け
る
需
給

先
づ
第
一
に
佛
蘭
西
の
商
業
貿
易
は
、
大
戦
前
に
於
て
は
餘
入
超
過
を
示
し
、

尚
ぽ
此
他
に

H
a
n
d
e
s
b
i
l
a
nN

の
輸
出
債
値
と

Z
a
h
l
u
n
g
s
b
i
l
a
n
z

毎
替
手
形
の
形
成
を
取
り
、

け
を
藉
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

レ
フ
ァ
イ
の
鯰
杵
踵
論

の
そ
れ
と
は
決
し
て
一
致
し
な
い
こ
と
、
及
び

一
椋
に
外
國
箆
替
市
場
に
於
け
る
需
給
と
し
て
現
は
れ
る
。
従
っ
て
為
替
相
場
は

delsbilanz

よ
り
は
寧
ろ

N
a
h
l
u
n
g
s
b
i
i
a
n
z

に
依
存
す
る
が
、
然
し

Z
a
h
l
u
n
g
s
b
i
l
a
n
z
も
亦
支
彿
の
性
質
又
は
辮
齊

期
等
の
詔
撃
か
ら
、
支
彿
手
段
市
湯
に
於
け
る
需
給
を
知
る
上
に
稲
々
の
困
難
を
生
す
る
か
ら
、

そ
の
正
確
明
瞭
を
期

す
る
た
め
に
は
、

E
o
r
d
e
r
u
n
g
s
bilan N

特
に
そ
の

T
e
i
l
b
i
l
a
n
z
(
部
分
貸
借
封
照
表
）
及
び

H
a
n
d
e
l
s
b
i
l
a
n
z
等
の
助

次
に
官
應
統
計
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
商
品
貿
易
に
闘
す
る
官
馳
統
計
上
の
数
千
は
、
多
く
は
輸
出
入
商
の
申
告
に

依
っ
た
も
の
で
あ
り
、
且
つ
佛
蘭
西
の
如
く
軍
鼈
税
を
採
用
す
る
國
に
於
て
は
、
統
計
上
の
数
字
は
個
々
の
商
品
群
に

劉
す
る
平
均
債
格
に
依
つ
て
ゐ
る
か
ら
、
正
確
を
望
み
難
い
。

第

二

巻

一
四
八

lふ；
牙•，

n~ 
劾1

H
a
n
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四
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第

二

巻

一

四

九

第

....:. 

披

一
四
九

（
イ
）
工
業
的
登
展
の
自
然
的
條
件
が
英

第
二
に
國
際
的
企
業
の
利
釜
及
び
海
外
放
蓑
に
つ
い
て
見
る
に
、
國
際
的
企
業
の
中
交
通
企
業
（
鐵
道
、
内
外
航
運
、

郵
便
等
）
は
、
佛
國
が
確
定
通
過
國
で
な
い
こ
と
、
及
び
英
佛
の
海
運
界
の
活
躍
に
よ
つ
て
、
常
に
借
方
の
地
位
に
在

っ
た
。
仲
介
施
設
（
銀
行
、
取
引
所
及
び
共
他
の
仲
介
業
）
に
つ
い
て
は
、
佛
蘭
西
銀
行
の
活
躍
と
巴
里
の
貨
幣
及
び

資
本
市
場
と
し
て
の
國
際
的
重
要
か
ら
し
て
、

外
國
勘
定
に
封
し
て
貸
方
勘
定
を
生
じ
、
船
舶
企
業
の
借
方
を
相
殺
し
得
た
か
ら
、
國
際
的
企
業
に
つ
い
て
は
、
云
ふ

べ
き
程
の
勘
定
科
目
を
生
じ
な
か
っ
た
。
之
に
反
し
て
、
海
外
放
衰
か
ら
の
牧
入
は
、
最
も
重
要
な
る
貸
方
勘
定
科
目

を
楊
成
す
る
。
過
去
百
年
間
急
速
に
褻
展
し
た
圃
際
金
融
闘
係
の
多
節
制
度

(
r
e
i
h
g
e
g
l
i
e
d
e
r
t
e
s
S
y
s
t
e
m
)

は
、
株

式
會
社
制
度
の
褻
展
と
相
侯
つ
て
、
國
際
的
信
用
機
闘
を
一
段
と
進
歩
せ
し
め
た
が
、
特
に
佛
尉
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
載
争

後
最
も
速
に
國
力
を
阿
復
し
、

痰
前
迄
佛
國
は
世
界
第
二
の
放
資
國
た
る
地
位
を
保
持
し
た
。

か
く
の
如
く
佛
國
が
海
外
に
巨
額
の
放
資
を
た
し
得
た
こ
と
は
、
佛
圃
の
自
然
的
繁
榮
以
外
に

雀
癖
、
（
二
）
貯
蓄
を
郷
土
の
生
産
に
利
用
す
る
こ
と
の
不
能
、
詳
言
す
れ
ば

獨
の
如
く
恵
ま
れ
て
ゐ
な
い
上
に
、
（
口
）
人
口
培
加
率
の
僅
少
が
努
働
の
訣
乏
を
惹
起
し
、
た
め
に
鯉
演
的
褻
展
が
阻
害

さ
れ
た
C

（
三
）
政
治
的
要
素
即
ち
政
治
上
の
必
要
か
ら
聯
合
醐
共
他
に
財
政
的
保
證
を
典
へ
た
こ
と
、
等
の
原
因
か
ら

レ
フ
ア
イ
の
筋
替
理
諭

巨
額
の
國
際
的
信
用
取
引
が
行
は
れ
、
そ
の
仲
介
手
敷
料
牧
入
か
ら
、

一
八
五

0
年
頃
巴
里
は
既
に
国
際
的
貨
幣
交
通
に
於
て
倫
敦
の
強
敵
と
な
り
、
大
戦
勃

（
一
）
佛
鳳
民
の
貯
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れ
た
。

出
は
戦
前
と
略
大
差
な
き
有
様
で
あ
っ
た
。

説
明
し
得
る
。

第
三
に
國
際
的
旅
行
者
の
牧
支
を
見
る
に
、
佛
國
民
に
し
て
海
外
に
旅
行
す
る
者
の
少
な
き
に
反
し
、
巴
里
の
猛
烈

な
る
外
國
人
交
通
は
、
毎
年
外
國
に
封
し
て
著
し
き
狩
方
科
目
を
生
じ
、
共
額
は
六

0
0
百
萬
法
凡
至
二
五

0
0
百
萬

法
と
評
憤
さ
れ
る
。

之
を
要
す
る
に
、
大
戦
前
に
於
け
る
佛
國
の
國
際
的
慣
伯
移
轄
に
つ
い
て
は
、
商
品
貿
易
に
よ
る
借
方
は
、
國
際
的

企
業
、
外
國
放
資
、
及
び
旅
行
者
か
ら
の
牧
入
等
に
よ
り
、
相
殺
し
て
尚
ほ
且
つ
餘
が
あ
る
有
様
で
あ
っ
た
。
而
し
て

此
等
に
よ
っ
て
生
じ
た
債
樅
は
金
の
輸
入
叉
は
更
に
一
層
の
海
外
放
妾
に
充
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
然
ら
ざ
る
場
合

そ
の
貸
方
勘
定
は
外
國
支
彿
手
段
の
供
給
と
な
っ
て
現
は
れ
、
為
替
相
場
の
下
落
（
支
彿
勘
定
相
場
）
を
惹
起
し
た
。

然
る
に
大
戦
勃
褻
後
此
の
朕
勢
は
根
本
的
に
菱
化
し
た
。
即
ち
商
品
貿
易
に
つ
い
て
見
る
に
、
大
戦
勃
褻
後
管
に
自

國
の
生
産
が
減
退
せ
し
の
み
な
ら
す
、
莫
大
な
る
軍
需
品
輪
入
の
要
求
に
よ
り
．
諭
入
は
盆
々
激
玲
し
、
大
戦
後
欧
洲

に
一
大
商
品
磯
饉
が
起
る
や
一
九
二

0
年
に
は
質
に
四
九
、
九

0
五
百
萬
法
の
楡
入
を
示
し
た
に
拘
は
ら
キ
、
他
方
轍

尚
ほ
戦
雫
勃
褻
後
、
多
く
の
國
が
海
外
に
向
つ
て
の
支
彿
禁
止
令
を
夜
布
し
た
結
果
、
利
息
の
流
入
は
全
く
結
某
さ

レ
フ
ア
イ
の
代
替
理
論

第

二

巻

一
五
〇

第

披

一
五
〇
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次
に
國
際
的
企
業
の
牧
入
に
つ
い
て
見
る
に
、
大
戦
勃
登
後
、

里
は
國
際
的
貨
幣
並
び
に
資
本
市
場
と
し
て
の
重
要
さ
を
失
ひ
、

る。
か
く
の
如
く
佛
國
は
大
戦
勃
痰
後
、
海
外
か
ら
の
利
息
牧
入
の
大
部
分
を
失
ひ
し
の
み
な
ら
す
、
戦
争
に
要
し
た
費

用
を
外
國
信
用
の
設
定
に
よ
つ
て
経
理
し
た
る
結
果
、
年
々
莫
大
な
る
元
利
金
の
支
彿
を
要
し
、
情
櫂
國
た
り
し
佛
國

し
た
が
、

そ
の
内
の
露
國
に
封
す
る
約
五
十
五
億
法
は
全
然
控
除
せ
ざ
る
を
得
す
、

は
ぬ
も
の
が
多
い
。
他
方
に
於
て
、
佛
國
が
同
盟
國
に
封
し
て
負
ふ
約
三
百
＿
二
十
億
法
の
債
務
は
、
弗
若
し
く
は
謗
で

支
彿
は
ざ
る
を
得
た
い
た
め
に
、
現
在
の
盆
替
相
場
に
よ
っ
て
換
算
す
れ
ば
約
千
二
百
億
法
と
な
る
。

す
べ
き
が
故
に
、
佛
國
の
賠
償
金
請
求
楠
は
約
六
百
八
十
在
億
金
馬
克
と
な
る
。

此
の
獨
逸
の
賠
償
金
支
彿
が
佛
國
の

N
a
h
l
u
n
g
s
b
i
l
a
n
z

に
ど
れ
程
の
影
響
を
興
へ
る
か
は
、
勝
来
の
こ
と
に
隔
す

レ
フ
ァ
イ
の
厖
替
理
論

會
は
獨
逸
の
賠
償
金
練
額
を
千
三
百
二
十
億
金
馬
克
と
確
定
し

第

二

巻

ヽ

一
五
一

第

一

緯

一
五

フ
ラ
ン
の
不
安
定
と
資
金
の
鋏
乏
と
の
た
め
に
、
巴

そ
の
結
果
仲
介
行
為
か
ら
生
す
る
牧
入
が
激
減
し
た

ス
パ
ー
協
定
に
よ
っ
て
佛
國
は
そ
の
五
二
％
を
保
有

次
に
佛
國
の

F
o
r
d
e
r
u
n
g
s
b
i
l
a
n
z

そ
の
他
の
も
の
も
元
利
と
も
支
彿

の
借
方
科
目
に
粗
逸
賠
償
金
の
仮
想
的
貸
方
科
目
が
銅
立
す
る
が
、
賠
償
委
員

加
之
、

一
方
に
於
て
佛
國
が
聯
合
國
に
野
し
て
許
典
し
た
戦
時
信
用

は
二
変
し
て
偵
務
國
と
な
っ
た
。
（
註
の
七
）

(
K
r
i
e
g
s
k
r
e
d
i
t
)
 
は
、
約
一
五
六
億
法
に
逹
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こ
の
位
用
の
槌
塞
が
非
常
に
強
く
箆
替
市
場
に
影
響
し
た
。

後
相
常
の
同
復
を
見
た
け
れ
ど
も
、

Z
a
h
l
u
n
g
s
b
i
l
a
n
z
 

こ
れ
よ
り
生
す
る
牧
入
の
減
退
は
免
か
れ
た
か
っ
た
。
尚
ほ
共
他
の

の
結
果
を
綿
括
し
て
見
て
も
、
佛
國
の

F
o
r
d
e
m
n
g
s
b
i
l
a
nN

は
戦
争
中
借
方
で
あ
っ
た
。

Z
a
h
l
u
n
g
s
b
i
l
a
n
 N

の
借
方
浅
高
は
他
の
方
法
に
よ
っ
て
詢
衡
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

の
均
衡

ば
か
り
で
な
く
、
却
つ
て
公
債
募
集
の
た
め
に
英
米
の
銀
行
に
到
し
て
仲
介
料
を
支
彿
は
ざ
る
を
得
ざ
る
朕
態
と
た
っ

た
。
叉
海
運
業
も
、
國
際
的
親
齊
闊
係
の
停
滞
及
び
潜
航
艇
の
危
険
等
の
た
め
に
戦
前
の
約
四

0
％
に
減
少
し
、
戦

之
を
要
す
る
に
、
佛
國
の
依
櫂
偵
務
は
一
九
一
四
年
よ
り
一
九
ニ
―
年
迄
は
其
の
均
衡
を
得
な
か
っ
た
。
従
っ
て

均
衡
を
得
る
方
法
と
し
て
は
、
（
一
）
金
の
輸
送

(
G
o
l
d
s
e
n
d
u
n
g
)

(
二
）
未
だ
辮
濡
期
に
到
ら
ざ
る
債
櫂
の
割
引

(
D
i
s
k
o
n
t
i
e
r
u
n
g
 
s
p
a
t
e
r
 
falliger 
F
o
r
d
e
r
u
n
g
e
n
)
 
(
三
）
外
國
信
用
の
要
求

(
I
r
a
n
s
p
r
u
c
h
n
a
h
m
e
a
u
s
l
a
n
d
i
s
c
h
e
r
 

Iな
edite)

等
が
睾
げ
得
ら
れ
る
が
、
就
中
外
固
信
用
の
要
求
は
、

N
a
h
l
u
n
g
s
b
i
l
 1n N

の
借
方
賤
高
を
決
演
す
る
重
要
な

る
方
法
で
あ
っ
て
、
佛
國
は
一
九
一
九
年
に
至
る
ま
で
、
主
と
し
て
此
の
方
法
に
よ
っ
て

を
得
て
ゐ
た
。
然
し
一
九
一
九
年
の
春
英
國
が
、

一
九
二

0
年
及
び
一
九
―
二
年
に
於
け
る
佛
國
の
要
求
し
得
た
外
國
信
用
と
、

N
a
h
l
u
n
g
s
b
i
b
n
 N

の
借
方
残
高
と
を

比
較
す
る
に
、

此
等
の
信
用
は
借
方
没
高
を
決
齊
し
得
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
外
廊
支
彿
手
段
に
釘
す
る
優
勢
な
る
需

レ
フ
ァ
イ
の
底
替
理
論

叉
同
年
の
秋
米
國
が
、
佛
國
へ
の
貸
附
を
中
止
し
た
時
の
如
き
は
、

第

二

巻

一
五

T
e
i
l
b
i
l
a
n
z
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一
五
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レ
フ
ァ
イ
の
侶
替
踵
諭

大
小
の
姿
本
家
に
よ
つ
て
も
行
は
れ
た
。

衡
を
惹
起
す
る
諸
方
策
の
他
に
、
為
替
の
投
槻
的
賣
買
が
あ
る
。

取
引
に
基
く
も
の
し
み
に
限
定
し
た
。
（
註
の
八
）

が，•
牙J

二
,,., 
ゼ

Z
a
h
l
u
n
g
s
b
i
l
a
n
z
 

る
た
め
に
、
商
品
の
輸
出
入
、
有
憤
證
券
の
賓
買
、
及
び
為
替
手
形
市
場
を
管
理
す
る
に
至
っ
た
。

第

姉

s
又
一
刹

即
ち
先
づ
生
活
必
需
品
に
鉗
し
て
は
輸
出
禁
止
令
を
褻
布
す
る
と
同
時
に
、
整
澤
品
の
輪
入
を
紫
じ
、
有
債
證
券
其

他
の
形
式
に
よ
っ
て
資
本
を
海
外
に
輸
出
す
る
こ
と
を
禁
じ
、
箆
替
業
務
を
佛
蘭
西
銀
行
に
集
中
し
、

揺
替
市
場
に
需
給
と
し
て
現
は
れ
る
も
の
に
は
、
上
述
の
如
き

N
a
h
l
u
n
g
s
b
i
l
a
n
 N

の
認
勘
定
科
目
及
び
そ
れ
等
の
均

戦
前
に
於
て
、
職
業
的
投
機

(
b
e
r
u
f
s
m
a
s
s
i
g
e
S
p
e
k
u
l
a
t
i
o
n
)

は
、
為
替
の
裁
定

(
A
r
b
i
t
r
a
g
e
)

と
共
に
、

に
〔
為
替
市
場
に
均
衡
的
作
用
を
齋
し
た
。

そ
の
賣
買
は
商

大
戦
中
中
立
國
の
市
場
に
於
て
は
、
戦
勝
の
豫
想
に
従
っ
て
或
は
獨
壊
の
、
或
は
聯
合
詣
國
の
為
替
に
釘
し
て
、
交

る
代
る
投
機
的
賣
買
が
行
は
れ
、
戦
後
に
は
更
に
大
な
る
投
槻
賣
買
が
、
唯
に
職
業
的
投
機
者
に
よ
っ
て
の
み
な
ら
中
、

一
九
一
九
年
の
頃
こ
o
y
d
G
e
o
r
g
e

が
「
獨
逸
は
凡
て
を
支
彿
ふ
」
と
宜
言
し
た
時
、
人
々
は
佛
蘭
西
フ
ラ
ン
が
比

較
的
低
く
評
債
さ
れ
て
ゐ
る
と
考
へ
、

そ
の
結
果
稲
々
の
フ
ラ
ン
買
が
起
っ
た
。

要
が
起
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
佛
國
政
府
は

一
五
三

一五―――

の
借
方
残
高
の
増
加
を
防
止
す
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一
九
一
五
年
に
は
輸
入
増
加
の
た
め
に
、
為
替
需
要
が
優
勢
と
な
り
、
為
替
相
場
は
昂
騰
し
た
。

は
騰
貴
し
た
。

一
般
に
は
、
為
替
相
場
の
愛
動
と
需
給
闘
係
と
の
間
に
は
或
る
一
致
が
行
は
れ
る
。
乍
併
｀
仮
令
傾
向
が
大
骰
若
く

は
全
然
一
致
す
る
と
し
て
も
、
為
替
相
場
の
愛
動
に
は
、
例
へ
ば
一
九
一
五
年
及
び
一
九
―

-
0年
の
そ
れ
の
如
く
、
需

要
供
給
以
外
に
尚
ほ
他
の
原
因
が
存
す
る
。
従
っ
て
為
替
相
場
の

D
i
m
e
n
s
i
o
n
e
n

に
つ
い
て
は
、
需
給
以
外
の
説
明

を
要
す
る
。
而
し
て
此
の
説
明
を
な
す
も
の
が
則
ち
購
買
力
平
債
詮
で
あ
る
。

（
註
の
七
）
戦
費
調
逹
の
た
め
に
中
立
國
の
銀
行
に
設
定
し
た
る
信
用
の
み
で
も
そ
の
額
は
一
五
億
法
に
逹
し
、
そ
の
利
息
及
び
一
元
金

の
賦
彿

(Amor.tisation_sdi1mst)
は
毎
年
約
七
五
百
萬
法
で
あ
っ
た
。

8

（
註
の
八
）
位
替
取
引
の
管
理

(die
Kontrolle d
e
s
 Divisenhandels)

に
就
い
て
は
『
一
九
一
七
年
・
七
月
三
十
一
日
の
法
律
に

ょ
っ
て
創
設
せ
ら
れ
た

C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
d
e
s
 
C
h
a
n
g
e
3

に
低
替
取
引
の
監
祗
が
委
ね
ら
れ
、
同
時
に
舘
替
業
務
に
鉗
し

て
、
登
録
強
制
が
賞
施
せ
ら
れ
且
つ
使
用
證
朋
書
が
要
求
せ
ら
れ
た
。

8

ラ
ン
の
思
惑
買
が
為
替
相
場
を
下
落
せ
し
め
た
が
、

一
九
二
二
年
二
月
以
後
は
フ
ラ
ン
の
恩
惑
賣
の
た
め
に
為
替
相
場

れ
な
か
っ
た
が
故
で
あ
る
。

な
ら
ば
、

一
九
二
三
年
に
は
外
國
の
投
機
者
の
フ
ラ
ン
買
が
あ
っ
た
た
め
に
、

替
市
場
に
於
け
る
需
要
供
給
を
組
成
す
る
凡
ゆ
る
成
分
を
把
握
し
、
且
つ
そ
の
成
分
を
為
替
相
場
の
登
展
と
比
較
す
る

一
丸
一
四
年
の
下
半
期
に
於
て
為
替
相
場
の
下
落
し
た
る
を
見
る
で
あ
ら
う
、
そ
は
外
國
の
債
櫂
が
同
牧
さ

レ
フ
ァ
イ
の
位
総
理
論

フ
ラ
ン
の
相
場
は
崩
落
し
た
。
若
し
吾
人
が
為

策

二

巻

一
五
四

一
九
一
八
年
後
フ

令^牙フ

絨

一
五
四

22) Revai a. a. 0., S. 40. 
23) Revai, a. a. 0., 8. 48. 
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ヽ

購
買
力
平
憤
説
に
従
へ
ば
、
甲
國
の
乙
國
に
鉗
す
る
永
い
間
の
箆
替
相
場
は
、
甲
國
の
本
位
貨
幣
の
野
内
睛
買
力
が

乙
國
の
本
位
貨
幣
の
野
内
購
買
力
に
鉗
す
る
割
合
に
依
存
す
る
。
従
っ
て
若
し
吾
人
が
雨
國
間
の
為
替
相
場
を
決
定
す

る
所
の
客
観
的
要
因
を
確
定
せ
ん
と
欲
す
る
た
ら
ば
、
雨
國
に
於
け
る
各
劉
内
購
買
力
に
愛
化
を
惹
起
せ
し
む
る
凡
ゆ

鼻`

る
要
因
を
孜
究
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
夫
故
に
、
今
佛
國
の
盆
替
相
場
を
研
究
す
る
に
は
、
ー
ー
，
他
國
の
購
買
力
は
輿
へ
ら

れ
た
も
の
と
し
て
！
佛
國
に
於
け
る
自
國
貨
幣
の
購
買
力
を
決
定
す
る
要
因
が
精
確
に
定
め
ら
れ
た
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

貨
幣
敷
最
説
は
フ
ィ
ッ
シ
ア
ー

(
I
r
v
i
n
g
F
i
s
c
h
e
r
)

の
方
程
式
に
於
て
次
の
如
く
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。
即
ち
貨
幣
の

購
買
力
は
そ
の
貨
幣
に
よ
っ
て
調
達
せ
ら
る
＼
商
品
、

る
に
従
つ
て
、
貨
幣
の
一
定
数
饒
は
一
層
多
く
の
商
品
叉
は
勤
努
を
購
買
し
得
て
、
貨
幣
の
購
買
力
は
高
く
な
り
、
之

と
反
野
の
場
合
に
は
低
く
な
る
。
夫
故
に
貨
幣
の
賭
買
力
は
、

し
て
定
義
さ
れ
得
べ
く
、
貨
幣
靡
買
力
と
の
研
究
一
般
物
慣
水
準
の
研
究
と
は
結
局
同
じ
こ
と
に
な
る
U

一
般
物
債
水
準
は
、

（
一
）
流
通
す
る
貨
幣
の
数
飛
、
（
二
）
共
の
流
通
速
度
、
（
三
）
取
引
の
範
園
（
一
定
期
間
内

レ
フ
ア
イ
の
鯰
替
理
論

こ
れ
が
た
め
に
は
貨
幣
敷
彙
詮
の
助
を
か
り
る
必
要
が
あ
る
。

第

二

巻

一
五
五

第

一

蹴

一
五
五

一
般
物
債
の
相
闘
債
値

(
d
e
r
r
e
z
i
p
r
o
k
e
 
W
e
r
t
)

と

叉
は
勤
努
の
敷
量
に
依
つ
て
定
ま
り
、
商
品
の
債
格
が
低
落
す

四
、
封
内
購
買
力
の
装
展
と
購
買
力
平
債

24) Revai, a. a. 0., S. so-77 
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邸
術
的
平
均
を
以
て
一
般
物
償
指
数
と
し
て
ゐ
る
。

レ
フ
ア
イ
の
鯰
替
理
論

賄
貨
力
を
r

3
.
 
V
e
g
e
t
a
r
i
s
c
h
e
 
N
a
h
r
u
n
g
s
m
i
t
t
e
l
 

7
.
 
C
h
e
m
i
s
h
e
 
P
r
o
d
u
k
t
e
 8• 

H
a
u
t
e
,
 F
e
l
l
e
 
u
n
d
 F
e
t
t
e
 

4• 

H
o
l
 N7
 

但
し

S
t
a
t
i
s
q
u
e
G
e
n
f
r
a
l
e
 
d
e
 la 
F
r
a
n
c
e
 

騰
貴
に
四
し
て
信
頼
す
べ
き
標
準
と
な
る
。

に
取
引
さ
れ
る
商
品
の
敷
糀
）
に
依
存
し

に
別
ち
r

各
裔
品
群
の
部
分
指
数
を
募
出
し
て
、
そ
の

K
o
h
!
e
,
 
E
i
s
e
n
 

今

S
t
a
t
i
s
q
u
e
G
f
o
e
r
a
l
e
 
d
e
 la 
F
r
a
n
c
e

に
よ
っ
て
、

‘‘_i' 

E
3
6
 

ウ
ム

．．
 
＾
 

に
そ
の
髪
化
を
圏
示
す
れ
ば
左
の
如
し
c

5• 

D
i
v
e
r
s
e
 
M
e
t
a
l
l
 e
 

）
卸
賣
物
債
指
数
は
、
二
十
種
の
生
活
品
と
二
十
五
種
の
工
業
原
料
品

の
債
格
か
ら
毎
月
算
定
し
、
是
等
四
十
五
稲

5
商
品
を
次
の
八
つ
の
商
品
群
1
.

G
e
t
r
e
i
d
e
 
2
.
 
T
i
e
r
i
s
c
h
e
 
P
r
o
d
u
k
t
e
 

一
九
一
四
年
ー
~
一
九
二
三
年
迄
の
卸
賣
物
債
指
数
並
び

一
般
物
債
水
準
と
(
-
)
及
び
(
-
ー
）
と
の
間
に
は
直
接
の
比
例
闘
係
が
、

而
し
て
（
三
）
と
の
聞
に
は
間
接
の
比
例
闘
係
が
成
立
す
る
。
夫
れ
は
吾
人
が
若
し
箆
替
相
場
の
愛
動
を
そ
の
究
局
原

因
に
ま
で
遡
つ
て
會
得
せ
ん
と
す
る
な
ら
ば
、
此
の
三
者
の
愛
化
を
放
究
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
蓋
し
此
の
三
者
は
貨
幣
の

叉
そ
れ
に
由
つ
て
間
接
に
為
替
相
場
を
決
定
す
る
か
ら
で
あ
る
。

一
般
物
債
水
準
の
愛
動
は
、
指
数
の
構
成
に
よ
っ
て
最
も
よ
く
追
究
さ
れ
得
べ
く
、
卸
衷
物
倍
の
指
数
は
一
般
物
個

第

二

巻

一
五
六

6
.
 
T
e
x
t
i
l
r
o
h
s
t
o
f
f
e
 

第

跛

一
五
六
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レ
フ
ア
イ
の
総
替
理
論

Jndex::ffern fur C1・osshandelspreise der Statistique G紐 'rale

de la France. 

Preise in 1931=100 

1914 1915 1916 1917 1918 1919 1920 1921 1922 1923 

Januar…, .. …鬱.. 97 114 179 215 313 348 487 407 318 387 
Februar ... …, .. ・.. 98 120 180 230 320 341 522 377 306 422 

Mi'irz ...... …, ..... 98 126 189 :35 327 336 555 360 308 424 

April・・ ● ............  97 130 190 248 333 332 588 347 314 415 

Mai ............ … 98 131 193 -- :l36 325'550 329 317 407 
Juni ......... ….. ・98 134 192 - 329 329 493 325 325 409 
Juli .. ・・・・........... 96 137 186 268 337 349 496 330 325 407 

August ... ……・.. 100 137 186 - 351 348 501 331 322 423 
September , .... ・101 140 189 - 356 360 526 344 330 424 

Oktober・.......... • 102 150 198 284 360 382 502 331 33i 421 

November・・・鼻・・... 103 155 201 - 359 401 461 332 352 442 

Dezember・・ ……・105 162 208 - 353 423 435 326 362 458 
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て、

レ
フ
ァ
イ
の
総
替
理
論

右
の
表
に
よ
つ
て
フ
ラ
ン
の
鉗
内
賭
買
力
の
菱
化
を
知
り
得
た
か
ら
、
次
に
フ
ラ
ン
の
到
内
賭
買
力
を
菱
化
せ
し
め

孜
究
す
る
。

（
二
）
通
貨
の
数
量
、

絃
に
注
意
す
ぺ
き
こ
は
、
貨
幣
敷
量
誅
に
従
へ
ば
、

引
に
到
す
る
割
合
に
依
つ
て
決
定
せ
ら
れ
、
そ
の
商
品
取
引
の
範
園
は
更
に
現
存
す
る
商
品
供
給
に
順
應
す
る
。
従
っ

一
般
物
憤
水
準
（
貨
幣
の
購
買
力
）
の
菱
動
は
、
商
品
の
供
給
の
愛
動
及
び
貨
幣
供
給
の
菱
動
に
由
り
、
此
等
の

轡
動
が
一
方
的

(
e
i
n
s
e
i
t
i
g
)

な
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
詳
言
す
れ
ば
、
商
品
の
供
給
が
減
退
し
た
場
合
に
、
貨
幣

供
給
も
同
一
の
割
合
で
減
退
す
る
な
ら
ば
、
物
債
水
準
に
は
何
等
の
愛
化
も
起
ら
な
い
が
、
若
し
貨
幣
の
供
給
が
元
の

ま
4
に
留
ま
る
た
ら
ば
、

(
-
）
商
品
の
供
給

一
般
物
債
水
準
は
昂
騰
す
る
で
あ
ら
う
C

た
所
の
諸
要
因
た
る
、
(
-
)
商
品
の
供
給
、

一
般
物
債
水
準
は
、
現
存
す
る
支
彿
手
段
の
数
量
の
全
商
品
取

(
-
―
-
）
通
貨
の
流
通
速
度
｀
等
の
登
展
に
つ
い
て

商
品
の
供
給
の
菱
動
の
統
計
的
把
握
は
頗
る
困
難
た
る
が
た
め
、
個
々
の
商
品
の
生
産
敷
鵞
ー
ー
勿
論
全
生
産
部
門

に
亘
つ
て
で
は
な
く
最
も
重
要
な
る
商
品
の
生
産
敷
量
ー
ー
を
比
絞
し
、
そ
れ
に
そ
の
期
間
内
の
輸
入
商
品
を
加
へ
、
輪

出
商
品
を
除
外
し
て
、
愛
化
を
孜
究
し
て
見
る
と
、
大
戦
中
に
於
け
る
佛
蘭
西
の
北
部
生
産
地
帯
の
戦
争
に
よ
る
破
壊

と
、
男
子
の
従
軍
に
よ
る
努
働
力
の
訣
乏
と
の
た
め
に
著
し
く
減
退
し
、
商
品
生
産
は
大
戦
中
戦
前
の
五

0
％
乃
至
六

第

二

巻

一
五
八

第
り

紬

一
五
八
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レ
フ
ァ
イ
の
鉱
替
踵
論

給
の
減
少
が
物
債
臆
貴
に
比
し
て
、

れ
ば
な
ら
ぬ
。
（
註
の
九
）

（
二
）
通
貨
の
膨
脹

第

二

巻

一

五

九

第

賦

一
五
九

是
に
由
つ
て
観
れ
ば
、
商
品
供
給
は
戦
時
中
著
し
く
減
退
し
、
今
日
尚
ほ
戦
前
の
朕
態
に
復
蹄
し
て
ゐ
な
い
。

一
般
物
債
水
準
を
昂
騰
せ
し
む
る
も
の
で
あ
る
が
、
然
し
賓
際
に
於
て
、
商
品
供

比
較
的
僅
少
で
あ
っ
た
こ
と
よ
り
す
れ
ば
、
商
品
供
給
の
減
少
が
物
侑
膳
費
の
唯

一
の
原
因

(als
alleiniger 
G
r
u
n
d
)

で
は
な
く
し
て
、
寧
ろ
そ
れ
以
外
に
貨
幣
側
に
起
っ
た
愛
動
が
考
慮
さ
れ
な
け

佛
蘭
西
も
他
の
欧
洲
詣
國
と
同
様
に
、
祉
界
大
戦
の
戦
費
の
一
部
を
人
為
的
購
買
力
の
創
造
、
即
ち
銀
行
券
の
新
規

登
行
及
び
銀
行
信
用
の
形
式
に
よ
っ
て
紐
理
し
た
。
換
言
す
れ
ば
、
商
品
生
産
に
釘
應
す
る
よ
り
も
一
肝
急
述
な
る
貨

幣
標
識
の
培
加
を
意
味
す
る
所
の
イ
ン
フ
ラ
チ
オ
ン
に
依
っ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
イ
ン
フ
ラ
チ
オ
ン
は
戦
喰
と

佛
蘭
西
に
於
け
る
イ
ン
フ
ラ
チ
オ
ン
の
過
程
を
見
る
に
、
先
づ
固
家
に
野
し
て
新
た
な
購
買
力
を
奥
へ
ん
と
す
る
努

カ
、
次
に
賓
際
の
商
品
在
高
を
顧
慮
せ
中
し
て
消
費
者
の
睛
買
力
を
高
め
ん
と
す
る
努
力
が
、

共
に
終
姐
せ
す
し
て
寧
ろ
更
に
撰
大
し
た
。

斯
の
如
き
商
品
供
給
の
減
退
は
、

0
％
と
な
っ
た
が
、
戦
後
漸
次
阿
復
す
る
に
至
っ
た
C

イ
ン
フ
ラ
チ
オ
ン
の
一

般
的
原
因
で
あ
る
や
に
思
は
れ
る
。
従
つ
て
國
家
の
財
政
方
策
と
そ
、
貨
幣
側
に
存
す
る
物
倍
髪
動
の
要
因
の
攻
究
す
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奇
の
た
め
に
、

―
二
％
が
國
債
の
利
彿
の
た
め
に
支
彿
は
れ
た
。

加
支
出
を
三
分
が
厘
の
地
代
公
偵
の
登
行
に
よ
っ
て
補
償
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
程
の
朕
態
で
あ
っ
た
。
然
る
に
大
戦

の
勃
寝
に
よ
っ
て
更
に
一
層
の
困
難
に
遭
遇
し
、

奥
せ
し
め
、
國
民
的
防
衛
に
必
要
な
る
信
用
は
政
府
の
簡
箪
な
る
布
逹
に
よ
つ
て
設
定
し
得
る
こ
と
＼
し
、
年
度
豫
算

制
度
を
停
止
し
て
、
四
箇
月
恨
虚
分
制
度
（
北
B
u
d
g
e
t
p
r
o
v
i
s
o
r
i
e
n
)

を
施
行
し
た
。

機
宜
に
適
す
る
財
政
的
虞
分
を
な
し
得
た
が
、
結
局
政
府
が
戦
喰
中
五
年
間
（
自
／
九
一
四
年
八
月
一
日
、
至
一
九
一

九
年
十
二
月
三
十
一
日
）
に
設
定
し
た
信
用
は
約
二

0
九
、
九

0
四
百
萬
法
の
巨
額
に
逹
し
、
そ
の
内
幻
七

0
％
は
戦

一
九
二

0
年
に
年
度
豫
算
制
度
に
復
蹄
し
た
が
、
全
牧
入
及
び
支
出
を
包
括
す
る
箪
一
豫
算
制

綿
額
は
一
＿
―
-
―
-
憶
法
に
逹
し
た
。

佛
國
の
財
政
上
の
地
位
は
、
大
戦
前
に
於
て
銑
に
謳
ま
れ
て
は
ゐ
な
か
っ
た
。
豫
算
の
均
術
並
び
に
不
断
に
膨
販
す

る
國
偵
に
闘
し
て
の
紛
箸
は
佛
國
財
政
の
特
徴
で
あ
っ
た
。
即
ち
國
家
支
出
は
一
九

0
0年
度
の
三
七
億
法
よ
り
一
九

一
三
年
度
に
於
け
る
五
一
億
法
に
増
加
し
、

(1) 

財

政

方

簗

る
出
寝
勘
と
な
る
で
あ
ら
う
。

レ
フ
ア
イ
の
岱
杵
親
論

こ
の
支
出
は
國
債
の
増
加
を
惹
起
し
、

一
九
一
四
年
度
の
豫
算
編
成
に
際
し
て
は
、

二
一
億
法
以
上
の
不
足
を
生
じ
、
そ
の
培

一
九
一
四
年
八
月
四
日
の
法
律
に
よ
っ
て
、

第

二

巻

(
e
i
n
h
e
i
t
l
i
c
h
e
s
 

政
府
に
臨
時
大
椛
を
賦

こ
の
制
度
に
依
つ
て
、

政
府
は

一
九
一
三
年
度
に
於
け
る
國
偵
の

-．六

0

第

一

猿

一
六

0
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aire

の
支
出
は
勿
論
経
常
牧
入
に
よ
っ
て
補
償
さ
れ
た
。

外
に

第

二

巻

B
u
d
g
e
t
)
 
.¥l
よ
ら
中
、
寧
ろ
二
部
豫
箪
制
若
く
は
一
ー
一
部
豫
算
制
を
採
用
し
た
。
詳
言
す
れ
ば

"
B
u
d
g
e
t
G
e
n
e
r
a
l
"
の

"
B
u
d
g
e
t
 Special 
d
e
s
 
D
e
p
e
n
s
e
s
 R
e
c
o
u
v
r
a
b
l
e
s
 
sur-
I

、
A
l
l
e
m
a
g
n
e

條
約
に
基
い
て
請
求
梱
を
有
す
る
所
の
支
出
を
包
含
す
る
も
の
、
即
ち
戦
奔
の
た
め
に
破
壊
さ
れ
た
池
帯
の
復
興
、
損

害
賠
償
の
支
彿
、
年
金
の
支
彿
、
及
び
ラ
イ
ン
ラ
ン
ド
占
領
の
経
埋
に
封
し
．
て
使
用
せ
ら
る
L
豫
算
）
が
作
成
せ
ら
れ
、

B
u
d
g
e
t
 G
e
n
e
r
a
l
は

B
u
d
g
e
t
O
r
d
i
n
 aire
と

B
u
d
g
e
t
E
x
t
r
a
o
r
d
i
n
a
i
r
e
と
の
二
つ
よ
り
成
り
、

一
九
二

0
年
に
は
此
等
三
豫
算
の
支
出
綿
額
は
四
七
、
九
＝
三
百
萬
法
と
な
り
、

萬
法
に
減
じ
、

一
九
二
二
年
以
後
は
政
府
の
緊
縮
政
策
に
依
つ
て
、

せ
ら
れ
、
経
常
牧
入
に
よ
っ
て
補
償
せ
ら
れ
た
。

九
二
烹
年
に
於
い
て
は
経
常
支
出
の
五

0
％
よ
b
も
多
く
、

支
出
は
釜
々
激
増
し
、

レ
フ
ア
イ
の
為
替
理
論

一
六

第

一

競

一
六

一
九
ニ
―
年
に
は
四
二
、
四
―
二
百

凡
て
の
経
常
支
出
は

B
u
d
g
e
t
G
e
n
e
r
a
ー
に
併
合

戦
後
に
於
て
は
戦
費
の
支
出
は
減
少
し
た
が
、
國
債
利
彿
の
た
め
の
支
出
が
豫
算
内
に
暴
威
を
振
ふ
た
。
例
へ
ば
一

叉
綿
國
家
支
出
の
四

0
％
を
示
し
た
。

大
戦
の
勃
褻
後
、
亘
額
の
軍
費
及
び
こ
の
不
定
額
を
柿
償
す
る
た
め
に
褻
行
せ
ら
れ
た
る
國
債
の
利
彿
等
の
た
め
に

一
九
一
四
年
八
月
一
日
よ
り
一
丸
ニ
―
―
一
年
十
二
月
一
二
十
一
日
迄
の
支
出
累
計
は
賓
に
四
一
六
、

四
七
二
百
萬
法
の
巨
額
に
逹
し
た
。
此
の
互
額
の
支
出
を
補
償
せ
し
源
泉
は
、

（
一
）
租
税
及
び
公
債
に
よ
っ
て
獲
捕

B
u
d
g
e
t
 O
r
d
i
n
 ,
 

（
そ
の
僚
還
に
つ
い
て
佛
國
が
平
和
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引
上
に
よ
つ
て
柿
償
し
得
な
か
っ
た
。

轄
嫁
す
べ
き
か
の
問
題
に
師
す
る
。

し
得
る
佛
國
民
の
貯
蓄
、
（
二
）
外
國
信
用
の
設
定
、
（
三
）
褻
券
銀
行
並
び
に
共
他
の
銀
行
に
於
け
る
立
替
金
の
設
定

に
よ
る
人
為
的
信
用
の
創
造
で
あ
っ
た
。
而
し
て
こ
の
(
-
)
と
（
三
）
と
の
可
能
の
紐
合
せ
は
、
浮
動
債
務
の
設
定

で
あ
っ
て
、
そ
は
大
蔽
省
證
券
と
な
っ
て
現
は
れ
た
。

國
民
の
貯
蓄
を
獲
捕
す
る
た
め
に
、
租
税
の
形
式
に
よ
る
べ
き
か
、
将
た
又
公
低
の
形
式
に
よ
る
べ
き
か
に
つ
い
て

は
、
多
く
の
議
論
が
あ
る
が
、
結
局
是
は
戦
半
の
費
用
は
現
在
の
嗣
民
が
負
握
す
べ
き
か
、
豚
た
ま
た
豚
来
の
國
民
に

な
く
、

一
骰
、
租
税
も
公
債
も
共
に
各
個
人
の
購
買
力
を
國
家
に
移
轄
す
る
の
で
は
あ
る

が
、
雨
者
の
間
に
は
菅
に
そ
の
移
轄
の
形
式
が
一
は
強
制
的
で
あ
り
、
他
は
任
意
的
で
あ
る
と
云
ふ
相
違
ば
か
り
で
は

そ
の
結
果
に
於
て
も
大
な
る
巡
庭
が
あ
る
。
即
ち
前
者
に
あ
っ
て
は
各
個
人
の
賭
翼
力
が
、
図
家
の
使
用
に
委

ね
ら
れ
た
だ
け
削
減
さ
れ
る
に
反
し
、
後
者
に
あ
っ
て
は
各
個
人
の
賄
買
力
が
同
一
に
保
持
さ
れ
な
が
ら
、
而
か
も
國

家
に
野
し
て
も
賠
買
力
を
交
付
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。

戦
前
に
於
て
す
ら
既
に
支
出
が
牧
入
を
超
過
し
た
佛
國
に
於
て
は
、
大
戦
勃
褻
後
そ
の
戦
費
の
一
部
を
経
常
牧
入
の

殊
に
自
由
主
義
的
な
個
人
主
義
の
褻
逹
し
て
ゐ
る
佛
蘭
西
に
於
て
は
、
各
個
人
の
経
惰
的
自
主
椛
に
強
制
的
な
干
渉

を
加
ふ
る
こ
と
は
、
強
烈
な
反
抗
を
惹
起
す
る
。
従
つ
て
支
出
の
不
足
は
公
佃
に
よ
っ
て
柿
償
さ
れ
た
。
即
ち
大
戦
中

レ
フ
ア
イ
の
総
替
理
論

第

二

巻

一
六

第

一

披

一
六
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レ
フ
ァ
イ
の
総
替
覗
論

年
迄
國
家
支
出
の
七
％
が
補
償
せ
ら
れ
た
。

額
二
八
億
法
が
、

又
一
九
二
二
年
に
は

綿
支
出
額
の
三

0
％
は
こ
れ
に
よ
っ
て
柿
依
さ
れ
た
。

（
其
総
額
四
四
、

01―
一
八
百
萬
法
）
が
褻
行
せ
ら
れ
た
。

財
務
大
臣

M
臼
sal

行
せ
ら
れ
た
。

第

二

巻

の
提
案
に
成
る
浮
動
偵
務
を
整
理
す
る
た
め
の
二
大
整
理
公
依

尚
ほ
載
琲
に
よ
っ
て
損
害
を
蒙
っ
た
地
方
の
復
興
に
必
要
な
る
方
便
を
得
る
た
め
に
、

以
上
の
如
く
、
佛
國
に
於
て
一
九
一
四
年
以
来
痰
行
せ
ら
れ
た
確
定
公
偵
は
、

5-
u
n
d
 
10 j
a
h
r
i
g
e
 
B
o
n
s
 d
u
 T
r
e
s
o
r
s
"
 

一
九
一
四
年
九
月
十
三
日
の
法
令
に
よ
っ
て
、

一
六

第

一

紬

が
一

0
五
憶
法
、

一
六

一
九

に
四
大
戦
時
公
偵

(
K
r
i
e
g
s
a
n
l
e
i
h
e
n
)

(
其
綿
額
七
二
、
九

0
四
百
萬
法
）
が
発
行
せ
ら
れ
、
戦
後
一
九
二

0
年
に
は

faciliter 
la 
R
e
p
a
r
a
t
i
o
n
 
d
e
s
 
D
o
m
m
a
g
e
s
 c
a
u
s
e
e
s
 
p
a
r
 
la 
G
u
e
r
r
e
"

が
（
支
彿
総
額
―
―
]
二
、

0
五
二
百
寓
法
）
褻

そ
の
総
額
一
三
一

0
億
法
に
昇
り
、

尚
ほ
以
上
の
公
偵
の
他
に
一
九
一
六
年
以
来
十
年
期
限
の
所
謂
ょ
＾
O
b
l
i
g
a
t
i
o
n
 
d
e
 la 
D
e
f
e
n
s
e
 
N
a
t
i
o
n
a
l
e
"

総

年
に
一
三

0
億
法
、
合
計
二
三
五
億
法
疲
行
せ
ら
れ
、
此
等
短
期
公
債
の
褻
行
に
よ
っ
て
一
九
一
四
年
以
来
一
九
ニ
―
-
―

政
府
は
更
に
短
期
の
大
蔵
省
證
券
を
登
行
す
る
櫂
利
が
授
け
ら
れ
、

そ
れ
は
普
通
の

B
o
n
d
e
 T
r
裔
o
r
s

と
は
異
な
り
ょ
↑
B
o
n
 d
e
 la 
D
e
f
e
n
s
e
 
N
a
t
i
o
n
a
l
e
"

と
呼
ば
る
4

も
の
で
あ
る
。

^
 
C
r
e
d
i
t
 
N
a
t
i
o
n
a
l
 
p
o
u
r
 

(
K
o
n
s
o
l
i
d
i
e
r
u
n
g
s
a
n
l
e
i
h
e
n
)
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• り
‘ 

頼
す
る
他
に
途
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

證
券
に
よ
っ
て
補
償
さ
れ
る
に
至
る
や
、

レ
フ
ア
イ
の
保
替
理
論

（
註
の
一

0
)

そ
の
重
要
さ
を
更
に
増
加
し
‘

一
九
一
九
年
の
終
に
は
早
く
も
一
二
六
、
二
九
七
百
萬
法
に
逹
し
、

D
e
f
e
n
s
e
 N
a
t
i
o
n
a
i
e
と
し
て
現
は
れ
た
浮
動
偵
務
の
額
は
六

0
0億
法
と
な
っ
た
。

一
九
―
一
年
―
一
月
一

0
日
の
協
定
に
よ
っ
て
、
佛
蘭
西
銀
行
は
一
朝
有
事
の
際
、
政
府
に
二
九
憶
法
の
借
出
を
す

る
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
た
が
、
政
府
は
大
戦
勃
褻
の
第
一
日
に
於
て
直
ち
に
一
―

10億
法
を
貸
出
し
た
。

一
九
一
九
年
に
至
る
間
に
、
佛
蘭
西
銀
行
の
政
府
に
封
す
る
貸
出
の
限
度
は
、
八
つ
の
協
定
に
よ
っ
て
共
額
が
一
一
百
七

十
億
法
ま
で
高
め
ら
れ
た
。
斯
く
の
如
き
は
甚
だ
危
険
な
方
法
に
は
相
違
な
き
も
、
不
完
全
な
る
國
庫
制
度
と
、
蕩
素

~
i

さ
れ
た
國
内
信
用
市
場
と
に
於
て
は
、
政
府
は
緊
愈
に
直
面
し
て
、

が
、
賠
償
金
問
問
の
支
障
か
ら
牧
入
の
停
頓
を
生
じ
、

一
九
二
三
年
の
終
に
は
、
此
の

B
o
n
d
e
 la 

一
九
一
四
年
よ
り

こ
の
無
か
ら
貨
幣
を
創
造
し
得
る
痰
券
銀
行
に
俯

大
蔵
省
證
券
を
撞
保
と
し
て
佛
蘭
西
銀
行
よ
り
貸
出
を
受
け
た
政
府
は
、

て
毎
年
二

0
億
法
を
償
却
す
べ
き
義
務
を
負
ひ
、
此
の
賀
却
方
策
に
よ
っ
て
流
通
す
る
貨
幣
の
漸
次
的
牧
縮
に
努
め
た

政
府
は
再
び
佛
蘭
西
銀
行
に
信
用
を
要
請
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

一
九
二
三
年
十
二
月
＝
―
-
十
一
日
に
於
け
る
借
出
金
の
練
額
は
二
百
宅
十
三
億
法
を
示
す
に
至
っ
た
。
即
ち
佛
固
政

一
九
二

0
年
か
ら
は
佛
蘭
西
銀
行
に
釘
し

一
九
二

0
年
以
後
豫
寡
の
不
定
額
が
専
ら
大
蔵
省

第

二

巻

一
六
四

第

一

雑

一
六
四
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し
た
。

0
0
億
法
で
あ
っ
た
。
（
註
の
一
―
〗
)

第

二

巻

於
て
は
そ
の
七
％
を
、
佛
蘭
四
銀
行
か
ら
の
借
出
金
の
猿
張
に
よ
っ
て
補
償
し
得
た
。

一
六
五

第

披

一
六
五

府
は
一
九
一
四
年
ー
一
九
一
九
年
に
於
て
は
、
そ
の
綿
支
出
の
一
三
％
、
而
し
て
一
九
一
四
年
ー
ー
'
-
九
二
三
年
に

尚
ほ
此
の
外
に
海
外
に
於
て
設
定
し
た
信
用
の
線
額
が
三
百
五
十
五
億
金
法
で
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
通
り
で

あ
っ
て
、
大
戦
勃
褻
以
来
佛
薗
西
が
な
し
た
る
金
負
櫓
額
は
一
九
二
三
年
四
月
三
十
日
の
調
杏
に
よ
れ
ば
、
線
計
二
九

戦
争
中
二
九
一
四
ー
ー
一
九
一
九
年
）
の
総
支
出
は
、
経
常
牧
入
に
よ
っ
て
一
七
％
、
長
期
公
偵
に
よ
っ
て
二
七
％
、

短
期
公
債
に
よ
っ
て
ニ
―
%
、
中
央
銀
行
の
立
特
金
に
よ
っ
て
一
―
―
-
%
、
海
外
信
用
に
よ
っ
て
ニ
―
-
％
を
補
償
し
た
。

戦
後
の
財
政
々
策
の
特
徴
は
、
新
税
の
制
定
に
よ
っ
て
経
常
牧
入
を
増
加
せ
ん
と
す
る
努
力
に
在
っ
た
が
、
豫
算
の

均
衡
を
得
る
能
は
ナ
、
そ
の
支
出
超
過
額
は
主
と
し
て
短
期
の
大
蔽
省
證
券
の
登
行
に
よ
っ
て
補
償
し
た
。
即
ち
戦
後

の
支
出
は
そ
の
四
二
％
を
経
常
牧
入
、
弓
一
％
を
長
期
公
債
、
残
り
の
二
四
％
を
大
蔵
省
證
券
の
登
行
に
よ
っ
て
補
償

一
九
一
四
年
八
月
一
日
よ
り
一
九
二
三
年
十
二
月
l

二
十
一
日
に
至
る
迄
の
國
家
の
練
支
出
は
、

牧
入
、
三

0
％
を
長
期
公
偵
、
ニ
ニ
％
を
短
期
の
偵
務
名
義
、
六
％
を
銀
行
信
用
、

レ
フ
ア
イ
の
税
替
迎
諭

②
中
央
銀
行
の
通
貨
並
び
に
割
引
政
策

そ
の
一
―

iO％
を
経
常

―
二
％
を
外
固
信
用
に
よ
っ
て
柿

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



質
際
大
戦
前
に
於
て
は

Z
a
h
l
u
n
g
s
b
i
l
a
n
 N

の
貸
方
た
り
し
を
利
用
し
て
、
年
々
巨
額
の
金
が
輸
入
さ
れ
、

大
戦
前
佛
蘭
西
銀
行
線
裁

G
e
o
r
g
e
Pallain 

CaJ
金
銀
地
金
、
⑮
商
業
手
形
“
固
抵
嘗
貸
附
金
で
あ
る
が
、
複
行
高
と
準
備
と
の
比
率
に
つ
い
て
は

（
イ
）
中
央
銀
行
の
銀
行
券
並
び
に
金
政
策
の
登
展
、

な
ら
ぬ
。

佛
蘭
西
銀
行
の
焚
展
、
特
に
そ
の
銀
行
券
並
び
に
金
政
策
の
疲
展
を
、

（
二
）
次
に
割
引
政
策
の
疲
展
を
孜
究
せ
ね
ば

是
に
由
つ
て
観
れ
ば
、
國
家
支
出
の
二
八
％
は
イ
ン
フ
ラ
チ
オ
ン
の
原
因
と
し
て
見
ら
る
べ
き
浮
動
債
券
（
短
期
大

蔵
省
證
券
）
の
褻
行
に
よ
っ
て
補
償
せ
ら
れ
た
。

所
の
通
貨
政
策
、
換
言
す
れ
ば
フ
ラ
ン
の
購
買
力
の
曖
化
の
直
接
原
因
で
あ
っ
た
貨
幣
制
度
の
愛
化
を
、
従
つ
て
流
通

す
る
貨
幣
数
批
の
髪
化
並
び
に
そ
の
流
洒
速
度
の
菱
化
を
攻
究
す
る
必
要
が
あ
る
。

然
る
に
佛
國
に
於
い
て
、
貨
幣
流
通
を
調
盤
す
る
任
務
は
佛
蘭
西
銀
行
に
蜀
せ
し
が
故
に
、

佛
國
に
於
て
は
佛
蘭
四
銀
行
の
み
が
銀
行
券
褻
行
の
樅
利
を
有
し
、
そ
の
褻
行
準
備
と
し
て
法
律
上
規
定
さ
れ
て
ゐ

る
も
の
は
、

そ
の
規
定
を
欠
ぐ
が
故
に
、
寝
行
の
弾
力
性
は
金
銀
の
保
有
高
に
依
存
す
る
も
の
と
恩
は
れ
る
。

は
、
出
来
得
る
限
り
金
保
有
高
を
昂
め
ん
と
す
る
政
策
を
取
っ
た
。

こ
の
傾
向

償
し
た
。
レ
フ
ア
イ
の
底
替
理
論

さ
れ
ば
今
や
吾
人
は
人
工
的
貨
幣
牧
入
の
創
造
を
可
能
な
ら
し
め
た

第

二

巻

一
六
六

(
-
）
中
央
銀
行
た
る

第

·"~ 幼し

一
六
六
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て
得
る
と
い
ふ
規
定
は
確
か
に
大
蔵
省
證
券
を
支
彿
手
段
化
し
た
こ
と
。

⑥
短
期
の
大
蔵
省
證
券
が
大
に
貨
幣
の
機
能
を
螢
ん
だ
こ
と
、

の
存
在
せ
し
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
一
部
を
説
明
し
得
る
。
即
ち
｀

は
特
に
大
戦
勃
登
前
に
於
て
顕
著
で
あ
っ
た
。
（
註
の
―
二
）

第

二

巻

即
ち
大
蔵
省
證
券
の
利
札
が
所
得
税
の
支
彿
に
充

一
九
一
四
年
八
月
四
日
の
財
政
動
員
に
闘
す
る
法
律
に
よ
っ
て
銀
行
券
の
登
行
高
が
引
上
げ
ら
れ
る
と
同
時
に
、
佛

薗
西
銀
行
は
兌
換
の
義
務
を
免
れ
た
。
そ
れ
以
後
紙
幣
の
流
通
高
は
噌
加
し
、

六
億
法
）
に
逹
し
た
が
、
同
年
か
ら
政
府
が
牧
縮
政
策
を
採
り
し
た
め
、

三
五
二
億
法
を
、

叉
一
九
二
＿
―
-
年
の
末
に
は
三
七
八
億
法
を
示
す
に
至
っ
た
。

金
保
有
高
の
多
少
は
フ
ラ
ン
の
評
債
に
は
何
等
積
極
的
た
影
饗
を
及
ぼ
さ
た
か
っ
た
。

一
六
七

第

一

紬

一
六
七

一
九
一
三
年
に
は
、
銀
行
券
の
他
に
尚
ほ
金
銀
貨
が
約
四

0
億
法
ほ
ど
も
流
通
し
て
居
り
、
若
し
此
等
の
便
貨
の
約

1
0
 ％
が
貯
蔵
に
よ
っ
て
流
通
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
て
ゐ
た
と
す
れ
ば
、
銀
行
券
と
硬
貨
と
を
併
せ
て
約
九
五
億
法
の
通

貨
が
流
通
し
て
ゐ
た
こ
と
4

な
る
。
然
る
に
一
九
二

0
年
に
至
る
迄
に
は
、
通
貨
膨
脹
政
策

(
l
n
f
l
a
t
i
o
n
s
p
o
l
i
t
i
k
)

の

た
め
に
、
紙
幣
流
通
高
は
漸
増
し
て
大
戦
前
の
約
四
倍
に
逹
し
た
。
そ
れ
以
後
大
な
る
礎
化
は
な
か
っ
た
と
雖
も
、
物

憤
は
絶
え
中
臆
貴
の
仰
向
を
辿
っ
た
。
此
事
は
一
般
貨
幣
形
式
の
他
に
、
尚
ほ
貨
幣
に
代
る
べ
き
短
期
の
大
蔵
省
證
券

レ
フ
ア
イ
の
厖
替
理
論

一
九
―
二
年
三
月
に
は
流
通
高
は
低
下
し
て

一
九
二

0
年
に
は
そ
の
最
高
額
（
三
九
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一
九
一
九
年
以
来
徐
々
に
大
蔽
省
證
券
が
銀
行
券
の
性
質
を
加
布
び
る
に
至
っ
た
こ
と
、

以
上
の
取
引
、

又
は
見
本
市
の
取
引
に
於
て
は
銀
行
券
と
同
様
に
通
用
し
た
こ
と
等
に
よ
っ
て
、
紙
幣
の
質
際
流
通
高

支
挑
手
段
の
膨
脹
は
、
管
に
貨
幣
標
識
の
イ
ン
フ
ラ
チ
オ
ン
に
よ
っ
て
の
み
な
ら
す
、
信
用
の
イ
ン
フ
ラ
チ
オ
ン
に

よ
っ
て
も
起
り
得
る
C

蓋
し
貨
幣
様
識
と
信
用
と
は
純
形
式
的
の
差
異
が
存
す
る
の
み
で
あ
っ
て
、
即
ち
前
者
に
あ
っ

て
は
、
人
為
的
賄
買
力
が
銀
行
券
の
形
式
に
於
て
、
後
者
に
あ
っ
て
は
、
信
用
貨
幣
（
銀
行
預
金
）
の
形
式
に
於
て
創

造
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
夫
故
に
、

以
下
主
と
し
て
、
中
央
銀
行
の
信
用
並
び
に
割
引
政
策
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
所

の
信
用
制
度
の
褻
展
を
一
瞥
し
や
う
。

抑
々
中
央
銀
行
は
管
に
そ
の
信
用
機
構
に
依
つ
て
、
自
國
の
各
経
溝
を
保
設
す
る
任
務
を
有
す
る
の
み
た
ら
す
、
信

用
を
調
盤
す
る
任
務
即
ち
各
経
溝
に
適
應
す
る
以
上
の
信
用
を
許
典
せ
ざ
る
任
務
を
も
有
す
。
而
し
て
こ
の
信
用
調
整

の
た
め
に
利
用
し
得
る
要
具
は
割
引
料

(
D
i
s
k
o
n
t
s
a
t
z
)

で
あ
る
。
蓋
し
割
引
料
は
、
供
給
の
欠
乏
に
比
例
し
て
需
要

大
戦
前
に
於
け
る
佛
蘭
西
銀
行
の
信
附
政
策
は
、
巌
窟
な
る
割
引
條
件
並
び
に
比
較
的
低
き
割
引
料
を
以
て
特
徴
づ

を
制
限
す
る
機
能
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る
。

（
口
）
信
朋
並
び
に
割
引
政
策
の
褻
展

に
は
さ
し
た
る
菱
化
な
き
に
拘
ら
す
、
物
債
は
絶
え
す
腑
貴
し
た
の
で
あ
る
。

(b) 

レ
フ
ァ
イ
の
総
替
理
論

第

二

巻

一
六
八

即
ち
例
へ
ば
一

0
0法

第

腕

一
六
八
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レ
フ
ア
イ
の
厖
替
踵
論

用
を
許
典
し
た
。

象

(
F
o
l
g
e
e
r
s
c
h
e
i
n
u
n
g
)

で
あ
っ
た
。

第

二

巻

一

六

九

第

け
ら
れ
て
ゐ
た
が
、
後
者
即
ち
佛
蘭
西
銀
行
の
低
金
利
政
策
は
、
同
園
の
資
本
の
豊
裕
に
照
應
し
、

且
つ
同
銀
行
の
強

大
な
る
金
準
備
に
よ
っ
て
進
捗
せ
ら
れ
た
。
従
っ
て
佛
蘭
西
銀
行
は
自
國
各
経
済
の
金
融
に
欄
し
て
要
請
さ
れ
る
こ
と

t
e
n

の
取
付
け
醗
ぎ
、
並
び
に
中
央
銀
行
へ
の
再
割
引
の
要
求
｀
等
々
に
よ
っ
て
、

=-l、
五
％
か
ら
四
％
に
、
更
に
一
九
一
四
年
八
月
に
は
六
％
に
引
上
げ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
（
註
の
一
四
）

披

一
九
一
九
年
よ
り
一
九
二

0
年
に
は
信
用
が
急
激
に
増
加
し
、
終
に
一
般
的
経
齊
恐
慌
が
起
る
に
至
っ
た
。

三
年
に
於
け
る
三
四

0
億
法
か
ら
四
二
五
億
法
へ
の
手
形
信
用
の
強
烈
た
る
培
加
只
貨
幣
の
債
値
の
下
落
の
結
果
現

信
用
請
求
の
制
限
に
劉
し
て
は
、
中
央
銀
行
は
割
引
料
を
引
上
げ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、

1

ヽ

L

一1
＜フ

や
っ
と
一
九
二
四
年
に

此
の
方
策
を
と
る
こ
と
に
決
心
し
た
。
中
央
銀
行
は
、
手
形
信
用
の
他
に
、
抵
常
貸
附
の
形
式
で
各
個
人
経
齊
に
も
信

一
國
の
信
用
政
策
は
、
菅
に
中
央
銀
行
の
信
用
政
策
に
よ
っ
て
の
み
な
ら
す
|
|
勿
論
多
く
の
場
合
中
央
銀
行
の
信

用
政
策
が
裁
決
的
で
は
あ
る
が
1

各
私
的
銀
行
の
信
用
條
件
に
よ
っ
て
も
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
i

県
の
信

大
戦
勃
疲
後
即
ち
一
九
一
四
年
八
月
九
日
の
一
般
的
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
の
布
告
、

が
少
な
か
っ
た
。
（
註
の
一
―
―
―
し
）

九

一
九
一
四
年
I

月
以
来
割
引
料
を

一
九
一
四
年
七
月
末
の

P
r
i
v
a
t
b
a
n
-
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様
の
影
響
を
興
ふ
る
か
ら
で
あ
る
。

レ
フ
ア
イ
の
腐
替
理
論

用
貨
幣
を
表
は
す
所
の
銀
行
預
金
も
霞
要
な
る
役
割
を
演
す
る
。
（
註
の
一
五
）

此
の
雨
者
の
間
に
は
箪
純
な
る
因
果
闘
係
で
は
な
く
し
て
、
寧
ろ
相
互
依
存
闊
係
が
存
在
し
、
銀
行
預
金
の
増
加
は
物

貨
幣
の
流
通
速
度
。

一
般
物
慣
騰
貸
の
原
因
で
あ
る
か
、
賄
た
又
結
果
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
る
が
、

貨
幣
の
敷
祉
の
菱
化
以
外
に
、

そ
の
流
通
辿
度
も
亦
一
般
物
債
水
準
の
愛
化
を
惹
起
す
る
。
或
國
に
於
け
る
貨
幣
の

流
通
速
度
は
、
種
た
の
原
因
即
ち
人
口
の
密
度
、
財
貨
運
輸
の
迅
速
性
等
の
如
き
一
般
的
原
因
と
、
信
用
組
織
、
支
彿

貨
幣
敷
輩
と
流
通
速
度
と
は
間
接
的
比
例
闘
係
に
立
つ
。

戦
時
中
、
政
府
並
び
に
銀
行
賞
局
は
、
無
現
金
の
支
彿
交
通

通
を
奨
励
し
、
之
に
依
つ
て
紙
幣
の
流
通
を
少
く
せ
ん
こ
と
花
希
望
し
た
が
、
然
し
此
の
方
策
は
一
般
物
債
水
準
に
野

し
て
は
何
等
の
意
義
を
も
有
し
得
た
か
っ
た
。
蓋
し
貨
幣
の
流
通
速
度
は
、
貨
幣
の
数
筵
が
物
債
水
準
に
封
す
る
と
同

慣
習
等
の
如
き
特
殊
的
原
因
と
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ

(
b
a
r
g
e
l
d
l
o
s
e
n
 
Z
a
h
l
u
n
g
s
v
e
r
k
e
h
r
)
 
即
ち
振
替
交

一
般
物
債
水
準
及
び
商
品
賣
買
に
簑
化
な
き
場
合
に
於
て
は
、

(3) 債
騰
貴
の
原
因
に
し
て
同
時
に
結
果
な
り
と
見
る
こ
と
を
得
る
。

銀
行
預
金
の
培
加
が
．

こ
の
銀
行
預
金
高
の
菱
化
も
亦
貨
幣
の
購
買
力
の
菱
化
を
惹
起
す
る
。

第

二

巻

一
七

0

策

一

跛

一
七
〇

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



度
の
増
加
の
た
め
に
物
憤
は
騰
貴
し
た
。

あ
る
。

て
紙
幣
流
通
の
増
加
に
由
り
、

の
褻
展
と
比
較
す
る
な
ら
ば
、

第

二

巻

一
七

第

一

競

-[:; 

流
通
速
度
を
緒
確
に
知
る
た
め
に
は
、
手
形
交
換
高
に
依
る
を
良
し
と
す
る
。
即
ち
貨
幣
の
流
通
速
度
は
、
ど
の
程

炭
に
個
々
の
債
務
者
が
小
切
手
や
銀
行
の
譲
渡
證
書
を
支
彿
椋
式
と
し
て
利
用
す
る
か
と
一
云
ふ
こ
と
に
依
存
す
る
が
故
に

信
用
制
度
の
疲
逹
せ
る
園
に
於
て
は
、
手
形
交
換
高
は
流
通
速
度
を
計
る
バ
ラ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
（
註
の
一
六
）

手
形
交
換
の
絶
封
的
増
加
は
、

只
流
通
す
る
貨
幣
数
批
に
愛
化
な
き
場
合
に
於
て
の
み
流
通
速
度
の
増
加
を
意
味
す

る
が
故
に
、
手
形
交
換
高
は
そ
の
嘗
時
流
通
す
る
貨
幣
数
麗
と
比
較
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

こ
の
流
通
速
度
の
僅
か
な
増
加
と
雖
も
物
債
騰
貴
の
一
原
因
と
し
て
見
ら
れ
得
る
。
蓋
し
一
般
物
憤
水
準
と
流
通
速

度
と
の
闊
係
は
相
互
的
依
存
闘
係
で
は
な
い
。
菟
し
流
通
速
度
は
貨
幣
の
債
値
學
説
に
於
て
は
、
典
へ
ら
れ
た
も
の
と

し
て
考
察
せ
ら
る
べ
き
要
因
に
依
存
す
る
（
債
格
構
成
問
題
の
―
つ
の
獨
立
の
要
因
を
表
は
す
）
か
ら
で
あ
る
。

今
吾
人
が
貨
幣
の
封
内
睛
買
力
又
は
一
般
物
債
水
準
の
褻
展
と
、

（
註
の
九
）

レ
フ
ア
イ
の
総
替
理
論

そ
れ
が
因
つ
て
以
て
決
定
せ
ら
る
し
所
の
諸
要
因

一
九
一
四
年
ー
一
九
一

-
0年
迄
の
物
債
騰
貴
は
、
商
品
供
給
の
欠
乏
、
及
び
主
と
し

一
九
二

0
年
の
物
憤
下
落
は
、
商
品
供
給
の
増
加
と
、
紙
幣
褻
行
の
制
限
に
由
つ
て
ゞ

一
九
二
二
年
以
後
大
蔵
省
證
券
を
支
梯
手
段
と
し
て
一
般
に
使
用
せ
し
こ
と
、
銀
行
預
金
の
増
加
及
び
流
通
速

佛
蘭
西
に
於
て
も
他
の
諸
國
と
同
じ
く
、
物
債
腑
貴
が
政
府
の
通
貨
膨
脹
政
策
か
ら
起
つ
た
と
の
非
難
を
避
け
ん
が
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29) 

Rもvai,a. a. 0., S. 63 
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た
め
に
、
そ
の
口
賞
を
商
品
欠
乏
に
求
め
た
。
勿
論
商
品
の
欠
乏
せ
し
こ
と
も
事
究
に
は
相
違
な
い
が
、
通
貨
膨
脹

に
よ
る
需
要
の
増
加
か
ら
で
な
い
と
は
何
人
も
断
言
し
雛
い
。
蓋
し
商
品
に
鉗
す
る
欲
望
は
常
に
制
限
さ
れ
な
い
が
．

そ
の
欲
望
に
相
應
す
る
購
買
力
が
使
用
に
委
ね
ら
れ
た
時
に
於
て
の
み
債
格
に
影
靱
を
奥
ふ
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち

商
品
の
供
給
に
比
例
し
て
欲
望
が
培
加
す
る
の
で
は
な
く
、
寧
ろ
そ
れ
に
相
應
す
る
購
買
力
の
培
加
の
み
が
物
債
推

巡
器

(
d
a
s
E
m
p
o
r
s
c
h
r
a
u
b
e
r
 d
e
r
 P
r
e
i
s
e
)

の
作
用
を
螢
み
得
の
で
あ
る
。

5

レ
ブ
ア
イ
の
総
替
理
諭

（
註
の
一

0)
此
の
大
蔽
省
證
券
は
一

0
0
0
法
、
五

0
0
法
及
び
一

0
0
法
、
後
に
は
小
貯
蓄
者
に
も
放
資
を
可
能
な
ら
し
む

る
が
た
め
に
、
二

0
法
及
び
五
法
に
窟
分
し
、
そ
の
流
通
期
間
は
三
、
六
‘
―
ニ
ヶ
月
で
あ
る
。
而
し
て
長
期
公
債
の

凡
ゆ
る
特
徴
を
も
具
備
し
、
何
時
に
て
も
銀
行
又
は
郵
便
局
に
呈
示
し
て
現
金
に
換
へ
る
こ
と
を
得
た
。

8

冠
の
一
―
)
一
九
二
三
年
四
月
―
―

1
0日
に
於
け
る
佛
蘭
西
の
周
家
債
務
を
示
せ
ば
左
の
如
く
で
あ
る
。
（
百
法
法
箪
位
）
⑤

A
u
s
s
e
r
e
 

S
c
h
u
l
d
 

1. 
S
c
h
w
e
b
e
n
d
e
 S
c
h
u
l
d
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一
七
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,
3
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（
註
の
―
二
）
佛
闊
西
銀
行
の
金
促
有
高
は
一
九
一
四
年
の
上
半
期
に
於
て
は
、
約
四
五
八
百
萬
法
を
招
加
し
、
戦
俄
勃
疲
の
前

日
即
ち
一
九
一
四
年
七
月
二
日
に
は
六

0
五
ー
百
萬
法
の
銀
行
券
疲
行
高
に
鉗
し
て
、
四
｀
六
九
六
百
萬
法
の
金
を
保

有
し
、
流
池
す
る
紙
幣
の
七
八
が
ん
に
あ
た
る
金
準
備
を
保
有
し
て
ゐ
た
。
幻

合
の
一
―
i

-

）
佛
閾
西
銀
行
に
於
け
る
手
形
在
高
の
平
均
は
次
の
如
く
で
あ
っ
た
。

1
 

9
 0
 9……••……… 

....... 
7
 6
 
2
 

1
 

9
 1
 

0
 :
 ．．．．．．．．．．．．．．． ……• 

9
 
7
 
7
 

l
 9
 1
 1……•••…………·: 

1
 2
 0
 4
 

1
 9
 
1
 2
 ........ :
 
•••.••. 

……• 

1
 3
 3
 3
 

1
 9
 1
 3
 .......... :
 
•••••• 

...... 1
 6
 4
 5
 

佛
蘭
西
銀
行
の
手
形
手
持
高
を
四
大
銀
行
の
そ
れ
と
比
較
す
る
時
は
、
非
常
な
遜
色
が
あ
る
。
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替
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一
九

0
九
年
|
|
―
九
一

0
年
に
は
、
四
大
銀
行
の
そ
れ
の
僅
か
に
二
五
％
又
は
―
―
―
五
彩
に
過
ぎ
な
い
。
叩

（
叶
の
一
四
）
モ
ラ
ト
リ
ュ
ー
ム
の
主
要
な
る
規
定
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

（
一
）
凡
ゆ
る
謡
渡
し
得
べ
き
證
券
の
期
日
を
三
十
日
間
延
長
す
る
こ
と
。

（
二
）
預
金
彿
戻
の
制
限
、
即
ち
二
五

0
法
以
下
の
預
金
者
は
全
額
を
、
二
五

0
法
を
越
ゆ
る
金
額
に
到
し
て
は
そ

の
五
¢
ク
の
支
挑
を
要
求
す
る
の
櫂
利
を
有
す
。

（
三
）
商
品
交
付
の
支
彿
に
甜
し
て
は
三
十
日
間
の
延
期
を
許
し
。

（
四
）
一

0
0
0
法
以
下
の
賃
借
料
支
排
に
は
三
箇
月
間
の
稔
豫
を
奥
ふ
0

• 

（
訊
の
一
五
）
佛
國
に
於
け
る
預
金
業
務
は
少
数
の
大
銀
行
に
よ
つ
て
獨
占
さ
れ
て
ゐ
る
。
即
ち

佛
嗣
の
五
大
銀
行
た
る
(
l
)

S
o
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e
t
e
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(
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之
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die
B
a
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k
 
v
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n
 

F
r
a
n
k
r
e
i
c
h
を
加
へ
て
六
大
銀
行
の
預
金
を
比
較
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。
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五
、
為
轟
相
場
と
購
買
力
平
債
及
び

需
給
闘
係
の
愛
化
と
の
闊
孫
5

ヽ

國
内
に
於
け
る
貨
幣
の
隋
買
力
は
、
為
替
相
場
の
髪
動
に
は
直
接
に
影
響
を
輿
へ
な
い
で
、
外
國
貨
幣
の
封
内
購
買

力
に
到
す
る
割
合
が
謡
替
租
場
を
決
定
す
る
c

例
へ
ば
佛
蘭
西
の
物
債
指
数
を
ば
、
英
國
又
は
米
國
の
物
便
指
数
を
以

て
除
す
る
た
ら
ば
｀
英
國
又
は
米
國
に
到
す
る
佛
蘭
西
フ
ラ
ン
の
賭
買
力
平
債
を
得
、

ら
ば
、

そ
の
嘗
時
の
彿
蘭
西
に
於
け
る
謗
相
場
又
は
弗
相
揚
と
一
致
す
る
で
あ
ら
う
。

今
大
戦
勃
痰
後
の
彿
蘭
四
に
於
け
る
酋
替
相
場
と
購
買
力
平
慨
と
の
経
過
を
比
較
す
る
に
、

は
比
較
的
平
行
し
た
が
一
九
一
五
年
に
は
賭
賀
力
平
憤
が
熔
替
相
場
以
上
に
昂
騰
し
、

欣
勢
を
綬
け
、
同
年
の
中
頃
に
至
っ
て
雨
者
は
再
び
接
近
し
た
。
然
る
に
同
年
の
終
に
は
為
替
相
場
が
購
買
力
平
債
以

一
九
二
二
年
の
初
め
に
接
近
し
た
雨
者
ば
、
同
年
の
中
頃
よ
り
分
離
し
初
め
、
終
に
は
酋
替
相
場
が

購
買
力
平
債
以
上
の
昂
騰
を
示
し
た
。
（
註
の
一
七
）

是
に
由
つ
て
観
る
に
、
購
買
力
千
侑
と
為
替
相
場
と
は
正
確
に
は
一
致
し
な
い
で
雨
者
の
間
に
は
乖
離

(
D
i
v
e
r
g
e
,
 

n
z
e
n
)

が
存
在
す
る
が
、
之
を
理
解
す
る
た
め
に
は
手
形
市
場
に
於
け
る
需
給
闊
係
を
桧
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
即
ち

レ
フ
ア
イ
の
総
替
理
論

上
に
昂
騰
し
た
。

第

二

巻

一
七
七

鈴
~
 

絨

一
七
七

一
九
一
九
年
の
初
め
ま
で
こ
の

一
九
一
四
年
に
は
雨
者

そ
れ
に
法
定
平
憤
を
乗
す
る
な
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す
る
も
の
た
る
こ
と
、
及
び
猛
替
相
場
の
愛
動
は
、

此
の
二
躾
説
の
組
合
せ

一
九
一
五
年
に
は
危
替
相
場
に
次
い
で
賂
買
力
平
倍
も
昂
臆
し
た
が
、
外
國
支
彿
手
段
の
需
要
が
聯
盟
詰
國
の
信
用
に

よ
っ
て
充
さ
る
＼
や
為
替
相
場
は
急
に
低
落
し
た
。
然
る
に
一
九
一
九
年
に

を
示
し
、
且
つ
聯
盟
誇
國
の
信
用
許
典
が
停
止
せ
ら
れ
て
外
國
支
彿
手
段
に
封
す
る
需
要
が
旺
盛
と
た
る
や
、
第
替
相

め
に
需
要
が
旺
盛
と
た
り
、
席
替
和
場
は
階
買
力
平
債
以
上
に
昂
騰
し
た
。

こ
の
比
較
か
ら
次
の
結
論
を
得
る
。
即
ち
外
國
支
彿
手
段
の
供
給
が
優
勢
な
る
時
は
、
仁
替
相
場
は
購
買
力
平
佑
よ

り
も
低
位
に
在
り
、

反
之
、

Z
a
h
l
u
n
g
s
b
i
]
a
n
z
 

(
K
o
r
n
b
i
n
i
e
r
u
n
g
)
 

(a!s 
d
i
e
 
u
n
a
b
 ,
 

の
借
方
競
高
が
減
少
し
た
結
果
、
賄
買
力
平
債
と

一
九
二
二
年
以
来
は
、
政
治
的
登
展
に
條
件
づ
け
ら
れ
た
フ
ラ
ン
の
思
惑
買
の
た

そ
の
需
要
が
優
勢
な
る
時
は
、
第
替
相
揚
は
肺
買
力
平
桐
よ
り
も
高
位
に
あ
る
。

以
上
の
如
く
、
佛
国
の
食
替
相
場
を
開
買
力
平
債
及
び
需
給
闘
係
の
褻
展
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

平
忙
諒
と
需
要
供
給
と
は
｀

互
に
租
排
除

(
a
u
s
s
c
h
l
i
e
s
s
e
n
)

す
る
も
の
で
は
な
く
し
て
、
心
苧
ろ
助
補
足

明
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
」
と
の
確
諒
を
得
た
。

但
し
薮
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
若
し
吾
人
が
需
給
脳
係
及
び
劉
内
睛
買
力
を
獨
立
菱
数
と
し
て

営
枯
相
場
と
は
再
び
接
近
し
た
が

一
九
ニ
―
年
よ
り
一
九
二
二
年
に
か
け
て
は

場
は
購
買
力
平
債
以
上
に
昂
騰
し
た
。

レ
フ
ァ
イ
の
代
総
理
論

Z
a
h
l
u
n
g
s
b
i
!
a
n
 N

は
莫
大
な
借
方
残
高

第

二

巻

一
七
八

に
よ
つ
て
良
く
説

(
e
r
g
i
n
z
e
n
)
 

第

•t, 
砺し

「
賭
買
力

ーヒ
A 
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盆
替
相
場
の
他
の
可
痩
的
要
因
た
る
貨
幣
の
到
内
賭
買
力
は
、
生
産
、
貨
幣
制
度
又
は
信
用
制
度
等
の
愛
動

に
依
つ
て
愛
化
し
、
ま
た
為
替
相
場
の
騰
貴
は
同
時
に
貨
幣
の
尉
内
賄
賀
力
の
低
減
叉
は
一
般
物
俯
水
準
の
脆
貴
を
惹

起
す
る
。
従
っ
て
盆
替
相
場
と
貨
幣
の
到
内
購
賀
力
叉
は
そ
の
到
内
睛
買
力
が
依
存
す
る
所
の
詣
要
因
と
の
闘
係
は
、

交
互
的

(
W
e
c
h
s
e
l
s
e
i
t
i
g
)

で
あ
っ
て
雨
者
は
互
に
因
と
な
b
果
と
な
る
。

（

口

）

レ
フ
ア
イ
の
代
替
理
論

整
機
能
に
よ
っ
て
、
需
給
欄
係
に
到
し
て
均
衡
的
に
作
用
す
る
。

(

1

)

 

h
a
n
g
i
g
e
n
 V
a
i
r
a
b
l
e
n
)

又
為
替
相
場
を
従
駆
辮
藪
と
し
て

乍
併
、

第

二

巻

七
九

第

駿

一
七
九

ら
ば
、
そ
れ
等
の
詣
闘
係
を
正
解
す
る
も
の
で
は
た
い
。
盗
し
複
雑
せ
る
細
齊
過
程
に
於
て
箪
純
な
る
因
果
闊
係
の
存

す
る
こ
と
は
殆
ん
ど
稀
で
あ
り
、
諸
現
象
の
闘
係
は
頗
る
錯
雑
し
多
く
の
場
合
に
作
用
と
反
作
用
(
W
i
r
k
u
n
g
e
n
u
n
d
 

此
等
二
つ
の
可
菱
的
要
因
た
る
需
給
闘
係
及
び
到
内
購
買
力
に
到
す
る
盆
特
相
場
の
反
作
用
は
そ
の
傾
向
を

異
に
す
る
。

需
給
胸
係
は
一
般
俯
格
決
定
原
因
と
し
て
盆
替
相
場
を
決
定
す
る
が
、
然
し
為
替
相
場
は
ま
た
そ
の
市
場
胴

R
宕
k
w
i
r
l"
 
u
n
g
e
n
)

か
ら
な
る
か
ら
で
あ
る
。

(als 
d
i
e
 
abh'.ingige 
V
a
r
i
a
b
l
e
)
 
と
し
て
耽
明
す
る
な
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レ
フ
ア
イ
の
館
替
皿
諭

ン
の
支
出
を
公
偵
に
よ
っ
て
柿
償
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

General 
と

B
u
d
g
e
t
 S
p
{
c
i
a
l

と
の
二
部
に
別
た
れ
、
前
者
は
牧
支
の
均
衡
を
得
て
ゐ
た
が
、
後
者
は
七

0
億
フ
ラ

機
の
根
本
原
因
と
し
て
佛
國
の
國
家
財
政
の
悪
し
き
こ
と
が
示
摘
さ
れ
る
。

の
主
な
る
謡
要
因
を
比
較
し
て
見
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

一
九
二
四
年
の
前
半
に
於
て
は
佛
國
は
貸
方
で
あ
っ
た
が

佛
固
の
為
替
相
場
が
腔
来
如
何
に
形
成
さ
れ
る
か
の
問
題
に
答
ふ
る
た
め
に
は
、
為
替
相
場
の
愛
動
を
惹
起
す
る
所

(

1

)

先
づ

Z
a
h
l
u
n
g
s
b
i
l
a
nN

の
残
高
に
つ
い
て
見
る
に
、

（
口
）
投
授
的
賣
買
に
よ
っ
て
、

手
形
市
場
に
於
け
る
需
給
間
に
不
平
均
を
生
じ
た
。

根
捩
の
な
い
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
は
政
治
的
財
政
経
齊
的
事
件
に
よ
っ
て
條
件
附
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
現
存
す

る
佛
國
の
悔
外
浮
動
債
務
即
ち
外
國
人
の
有
す
る
フ
ラ
ン
依
樅
が
一
陪
投
榎
を
強
烈
な
ら
し
め
た
。
即
ち
佛
圃
の
國
家

財
政
及
び
野
外
政
策
に
到
す
る
不
信
用
や
、
営
初
に
約
束
し
た
整
理
の
不
可
能
等
の
た
め
に
、
フ
ラ
ン
恩
惑
賣
を
呼
び
、

そ
の
た
め
に
盆
替
相
場
の
脆
貴
を
惹
起
し
た
が
、
更
に
佛
國
有
債
證
券
所
有
者
の
賣
を
招
来
し
、
そ
れ
に
加
ふ
る
に
、
謗

や
弗
に
封
し
て
フ
ラ
ン
の
定
期
賣
が
盛
に
行
は
れ
、
か
く
し
て
危
替
相
場
は
釜
々
腑
貴
す
る
に
至
っ
た
。
尚
殴
フ
ラ
ン
投

六
、
為
替
相
場
の
豫
測
と
其
安
定
策
5

第

二

巻

一I¥ 

みを
牙ブ

均ヒuしi

盗
し
一
九
二
四
年
の
豫
算
は

l

八

然
し
此
の
投
機
的
賓
買
は
全
く

B
u
d
g
e
t
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佛
固
は
後
者
を
撰
び
、
支
彿
方
便
の
様
能
を
も
螢
ん
だ
所
の
短
期
大
蔽
省
證
券
を
批
績
的
に
彼
行
し
た
。
そ
の
結
果
紙

位
も
之
に
應
じ
て
疲
展
し
、

四
七

0
に
昂
騰
し
た
：
て
の
営
時
の
病
替
粗
場
の
璽
只
は
主
と
し
て
フ
ラ
ン
の
息
惑
賓
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
が
、

ラ
ン
の
思
惑
賣
は
更
に
ま
た
イ
ン
フ
ラ
チ
オ
ン
の
豫
想
の
結
果
で
あ
っ
た
。

（
へ
）
佛
國
政
府
は
一
九
二
四
年
―
―
一
月
に
総
替
相
場
調
節
に
闘
す
る
稲
々
の
方
策
を
決
定
し
た
3

接
刷
輿
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
場
形
成
に
影
響
を
輿
へ
ん
と
し
、
或
は
必
要
な
る
為
替
資
金
を
得
る
た
め
に
、
倫
敦

幣
の
流
姐
高
は

―
つ
で
あ
る
。

(

＊

）

 

（
ハ
）
新
規
な
信
朋
の
設
定
は
一
磨
封
外
的
不
信
用
と
整
理
の
困
難
と
を
高
め
、

(
―
-
）
戦
手
の
た
め
に
費
さ
れ
た
る
支
出
は
元
来
獨
逸
の
賠
偕
金
支
彿
に
よ
っ
て
補
棺
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

闘
係
上
、
賠
買
間
題
解
決
に
闘
す
る
そ
の
時
そ
の
時
の
見
解
に
従
っ
て
佛
國
の
フ
ラ
ン
に
野
す
る
評
恨
が
異
っ
た
。

一
九
二
四
年
度
の
支
出
の
半
額
以
上
に
も
逹
す
る
莫
大
な
る
偵
務
支
彿
を
租
税
牧
入
に
よ
つ
て
補
償
す
る
こ
と

は
出
来
た
い
。
従
つ
て
そ
の
採
る
べ
き
方
策
は
、
國
家
破
産
か
或
は
強
烈
な
る
イ
ン
フ
ラ
チ
オ
ン
か
二
者
の
内
執
れ
か

一
九
一
一
三
年
十
二
月
の
三
七
九
億
法
か
ら
一
九
一
ー
四
年
一
二
月
に
は
四

0
-
＿
億
法
に
激
珀
し
、
卸
賣
物

相
場
の
騰
貴
を
招
来
し
た
、

レ
フ
ア
イ
の
岱
替
理
論

一
九
二
三
年
十
二
月
に
は
四
五
八
で
あ
っ
た
卸
賣
物
倍
指
数
は
、

第

二

巻

一
八

即
ち
盆
林
市
場
に
直

一
九

□

四
年
＝
i

月
に
は

鉗
内
購
買
力
の
低
下
に
従
つ
て
為
粋

-．＂マ”牙

猿

一
八

フ
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（
二
）
尉
内
的
浮
動
伯
務
た
る
大
蔽
省
證
券
は

第

二

巻

二
つ
の
廻
由
か
ら
整
理
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

そ
の
不
足
額
が
信
用
の
設

の
組
合
銀
行
及
び
紐
育
の
モ
ル
ガ
ン
商
會
に
信
用
を
設
定
し
、
或
は
栢
椛
者
の
信
認
を
砲
保
す
る
た
め
に
租
税
の
改
正

を
行
っ
た
。

（
卜
）
佛
蘭
西
銀
行
も
亦
信
用
の
膨
脹
を
避
く
る
た
め
に
、

同
月
十
六
日
に
は
六
％
に
割
引
率
を
引
上
げ
、

以
て
投
槻
業
者
の
フ
ラ
ン
の
定
期
賓
を
防
止
せ
ん
と
し
た
が
、
佛
西
銀

行
の
闊
典
を
俎
め
る
と
共
に
揺
替
相
場
は
再
び
騰
貴
す
る
に
至
っ
た
。

か
く
て
佛
蘭
西
の
本
位
貨
幣
の
豚
来
は
尚
ほ
未
だ
安
全
な
る
逍
程
に
尊
か
れ
て
は
ゐ
な
か
っ
た
。

鋲
替
相
場
の
安
定
に
酎
し
て
は
、
尚
匠
左
の
如
き
幾
多
の
財
政
的
経
齊
的
方
策
を
必
要
と
す
る
。

レ
フ
ア
イ
の
侶
替
理
誇

蓋
し
支
出
超
過
の
場
合
に
、

(
-
）
國
家
の
牧
支
の
均
衡
が
建
直
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

定
—
ー
土
そ
れ
は
直
接
若
く
は
間
接
に
物
信
騰
貴
を
助
長
す
る
所
の
|
|
＇
に
よ
っ
て
の
み
柿
償
さ
れ
得
る
か
ら
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
の
息
惑
の
根
本
原
因
も
亦
財
政
の
慇
し
き
こ
と
に
在
る
。
蓋
し
そ
れ
に
結
付
く
慢
性
的
イ
ン
フ
ラ
チ
オ
ン
の
危

陰
が
、
本
位
貨
幣
の
腔
来
に
到
す
る
悲
観
的
判
断
を
惹
起
す
る
か
ら
で
あ
る
。

證
券
を
支
彿
手
段
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
は
イ
ン
フ
ラ
チ
オ
ン
に
導
く
。
③
若
し
大
蔵
省
證
券
の
所
有
者
に
野
し
て
國

家
の
信
用
が
失
は
れ
た
場
合
に
醐
庫
は
日
々
何
十
憶
と
い
ふ
が
如
ぎ
巨
額
の
大
蔽
省
證
券
の
支
彿
を
要
求
さ
れ
る
か
も

一
八
＝
＝

第

競

一
八
三

即
ち
、
①
大
蔵
省

一
九
二
四
年
一
月
十
日
に
は
五
％
よ
り
五
・
五
％
に
、
更
に
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で
あ
ら
う
。

ら
ぬ
と
す
れ
ば
、
獨
逸
か
ら
賠
信
金
の
支
彿
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

知
れ
ぬ
。
此
際
、
若
し
國
家
が
支
彿
不
能
の
表
白
を
欲
し
な
い
な
ら
ば
、

こ
の
要
求
を
満
足
せ
し
む
る
た
め
に
は
紙
幣

（
三
）
信
用
の
膨
脹
を
避
け
る
た
め
に
は
、
銀
行
利
李
が
市
場
の
情
況
に
適
應
す
る
や
う
引
上
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

（
四
）
佛
固
の
海
外
浮
動
公
依
合
(le
flottant 
e
x
t
硲
ieur"
即
ち
外
國
人
の
フ
ラ
ン
俄
椛
は
外
國
公
依
に
よ
っ
て
整
理
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

若
く
は
支
拙
延
期

に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
た
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
蓋
し
佛
國
は
現
に
豫
算
の
均
衡
の
大
な
る
危
陰
を
犯
す
こ
と
な
く
し
て
、
此

の
債
務
の
償
還
及
利
挑
を
な
し
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
若
し
是
非
と
も
此
の
恨
務
の
償
還
及
利
彿
を
な
さ
な
け
れ
ば
な

以
上
の
フ
ラ
ン
に
野
す
る
危
瞼
を
除
去
せ
ん
と
す
る
詣
方
策
は
、
相
連
闘
し
て
一
惜
を
成
す
。
而
し
て
直
接
若
く
は

間
接
に
フ
ラ
ン
の
低
き
評
便
を
惹
起
す
る
可
能
性
の
存
す
る
限
り
｀
芦
替
粗
場
は
更
に
一
層
蓮
絞
的
勤
揺
に
曝
さ
れ
る

（
六
）
佛
國
の
野
外
依
務
の
問
題
は
p

聯
合
國
相
互
の
偵
務
を
一
切
帳
消
に
す
る
方
法
に
よ
る
か

な
い
か
ら
で
あ
る
。

（
五
）
獨
逸
賠
償
金
支
拙
の
問
閻
が
解
袂
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

疲
行
よ
り
他
に
採
る
べ
き
道
が
な
い
。

レ
フ
ア
イ
の
為
替
理
論
鵬

蓋
し
若
し
然
ら
す
ん
ば
佛
國
の
財
政
を
整
理
し
得

第

二

巻

一
八
四

節

競

一
八
四
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給
を
祖
成
す
る
成
分
た
る

第

二-

巻

一
八
五

以
上
述
べ
た
る
レ
フ
ァ
イ
の
為
替
迎
論
を
要
約
す
れ
ば
r

為
替
相
場
も
―
つ
の
憤
格
な
る
が
故
に
、

第

釉

一
八
五

一
般
的
債
格
構
成

要
因
た
る
需
給
闘
係
（
主
観
的
要
因
）
の
作
用
を
う
け
る
も
の
と
し
て
、
此
の
外
國
支
彿
手
段
市
場
に
於
け
る
需
要
供

Z
a
h
l
u
n
g
s
 bilan N

の
諸
勘
定
科
目
並
び
に
投
機
賣
買
等
に
つ
き
質
證
的
に
研
究
を
進
め
、

一
般
的
に
は
為
替
相
場
の
菱
動
と
需
給
闊
係
と
は
一
致
す
る
も
の
な
る
こ
と
を
證
明
し
て
ゐ
る
が
、
同
時
に
一
九
一
五

年
及
び
一
九
二

0
年
に
於
け
る
為
替
相
場
の
騰
貴
の
如
き
、
需
給
闘
係
以
外
の
特
殊
事
情
に
よ
つ
て
作
用
さ
れ
る
こ
と

を
も
が
認
め
て
ゐ
る
。
而
し
て
彼
は
此
の
特
殊
事
情
を
賭
買
力
平
債
（
客
観
的
要
因
）
に
求
め
、
貨
幣
の
鉗
内
購
買
力

を
決
定
す
る
諸
要
素
と
し
て
、

レ
フ
ア
イ
の
為
替
理
論

七
、
結

フ
ィ
ッ
シ
ア
ー
の
貨
幣
数
量
説
に
従
ひ
、
流
通
す
る
貨
幣
の
数
董
、
流
通
速
度
並
び
に

商
品
の
取
引
量
（
商
品
供
給
）
に
つ
い
て
研
究
し
、
此
等
の
一
二
要
素
が
貨
幣
の
劉
内
賠
買
力
を
、
而
し
て
そ
れ
に
よ
っ

て
間
接
に
為
替
相
場
を
決
定
す
る
こ
と
を
證
明
し
て
ゐ
る
が
、
同
時
に
一
九
一
四
年
よ
り
一
九
1・

一
―
-
年
に
亘
る
為
替
相

場
と
購
買
力
平
債
と
の
褻
展
を
比
較
し
て
、
雨
者
が
恒
に
必
す
し
も
一
致
せ
す
｀
そ
の
乖
離
が
為
替
手
形
の
需
給
闘
係

及
び
投
機
的
賓
買
の
影
響
で
あ
る
こ
と
を
も
認
め
た
。
即
ち
為
替
相
場
菱
動
の
原
因
は
二
重
の
基
礎
の
上
に
置
か
れ
、

主
観
的
要
因
た
る
需
給
闘
係
は
、
為
特
相
場
に
直
接
作
用
す
る
も
、
第
二
次
的
の
債
格
構
成
要
因
で
あ
り
、
客
観
的
要

言
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レ
フ
ア
イ
の
総
籾
理
論

第

二

巻

因
た
る
購
賀
力
平
慨
は
そ
の
作
用
は
間
接
的
で
は
あ
る
が
、
鍬
林
相
場
の
髪
動
に
釘
し
て
究
極
的
で
あ
り
、
腐
替
相
場

の
第
一
次
的
債
格
構
成
要
因
で
あ
る
1

従
つ
て
謡
杵
相
場
決
定
諭
上
、
賠
買
力
平
債
説
と
需
要
供
給
説
と
は
、

互
に
排

除
す
る
も
の
で
は
な
く
、
寧
ろ
相
袖
足
す
る
も
の
で
あ
り
、
此
の
二
學
説
の
組
合
せ
に
よ
っ
て
初
め
て
為
替
相
場
の
菱

動
は
良
く
解
明
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
る
と
の
結
論
に
到
逹
し
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
彼
は
更
に
進
ん
で
需
給
雌
係
及
び

貨
幣
の
封
内
賭
買
力
を
獨
立
焚
数
と
し
、
箆
替
相
場
を
従
島
菱
数
と
し
て
説
明
す
る
こ
と
の
誤
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
‘

此
等
認
現
象
の
闊
係
は
互
に
交
錯
し
て
作
用
と
反
作
用
と
か
ら
成
る
も
、
二
つ
の
可
愛
的
要
因
た
る
需
要
供
給
及
び
貨

幣
の
鉗
内
賭
買
力
に
到
す
る
盆
枠
相
場
の
反
作
用
は
そ
の
傾
向
を
異
に
す
る
J

即
ち
需
給
闘
係
は
一
般
的
債
格
決
定
原

因
と
し
て
為
枠
相
場
を
決
定
す
る
が
、
盆
替
相
場
は
市
場
調
整
器
た
る
襖
能
に
よ
っ
て
需
給
闘
係
に
封
し
て
均
衡
的
に

作
用
す
る
。

反
之
、
銹
替
相
場
の
他
の
可
雙
的
要
因
た
る
貨
幣
の
尉
内
諧
買
力
は
、
生
脈
、
貨
幣
制
度
並
び
に
信
用
制
度
等
の
異

常
な
る
菱
化
に
よ
っ
て
翅
動
し
、
為
替
相
場
の
騰
貴
は
同
時
に
貨
幣
の
野
内
賭
買
力
の
低
減
、
叉
は
一
物
債
水
準
の
騰

資
を
惹
超
す
る
。
従
つ
て
、
箆
特
相
場
と
貨
幣
の
野
内
闊
買
力
叉
は
そ
の
賭
買
力
が
依
存
す
る
所
の
詳
要
因
と
の
闊
係

は
交
互
的
で
あ
る
。
と
詮
明
し
て
、
結
局
為
替
相
場
の
安
定
を
得
る
に
は
、
國
家
牧
支
の
掏
衝
、
國
外
並
び
に
國
内
に

於
け
る
浮
動
偵
務
の
整
理
、
信
用
の
牧
縮
、
賠
償
金
問
題
の
解
決
、
封
外
債
務
の
帳
消
又
は
支
彿
延
期
等
の
必
要
を
高

一
八
六

·"'• 牙9

臨

一
八
六
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レ
フ
ァ
イ
の
総
替
理
論

し
て
ゐ
る
の
は
果
し
て
正
鵠
を
得
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
か
。

が
フ
ィ
ッ
シ
ア
ー
の
方
程
式
に
従
つ
て
、

要
す
る
に
、

第

二

巻

為
替
相
場
雙
動
の
賓
硯
と
合
致
せ
ざ
る
に
鑑
み
、
雨
説
の
折
衷
を
試
み
た
の
で
あ
る
が
、

一
八
七

第

一

臨

た
め
に
得
ら
る
＼
凡
て
の
利
盆
の
失
は
れ
る
を
看
て
、
之
を
主
観
的
阻
値
説
に
引
戻
し
た
と
も
見
得
る
。

一
八
七

レ
フ
ァ
イ
の
筏
替
學
設
は
、
従
来
の
金
本
位
制
を
前
提
と
し
て
誂
か
れ
た
國
際
貸
借
説
が
不
換
紙
幣
制

の
下
に
於
け
る
庶
替
相
場
の
蹄
起
黙
を
説
明
し
得
す
、
之
に
封
し
て
金
を
離
れ
て
物
憤
に
着
目
し
た
賭
買
力
平
債
説
が

統
購
賀
力
詮
が
貨
幣
の
國
内
購
買
力
と
同
外
賭
買
力
と
を
同
一
覗
し
、
國
内
物
慣
水
準
と
外
國
物
慣
水
準
と
を
箪
純
に

硬
化
せ
る
闘
係
に
粛
ら
し
、
謂
は
ゞ
購
買
力
概
念
を
客
観
化
し
た
る
た
め
に
、
債
格
決
定
現
象
を
各
個
的
に
観
察
す
る

今
債
格
は
純
主
競
的
に
規
定
す
べ
き
も
の
な
る
か
、
或
は
憤
格
の
決
定
は
客
観
的
要
素
の
み
を
以
て
す
べ
も
の
な
る

か
r

或
は
債
格
の
決
定
原
因
は
主
観
並
び
に
客
観
の
綜
合
に
求
む
べ
き
か
の
問
題
に
つ
い
て
の
断
定
は
暫
く
措
き
．
彼

一
餃
物
憤
水
準
と
流
通
す
る
貨
幣
敷
疵
並
に
そ
の
流
通
速
度
と
の
間
に
は
直

接
の
且
例
闘
係
が
、
而
し
て
取
引
さ
れ
る
商
品
の
敷
証
と
の
間
に
は
間
接
の
比
例
闘
係
が
成
立
す
る
と
の
前
提
の
下
に

研
究
を
進
め
、
是
等
の
三
要
素
が
貨
幣
の
対
内
賄
買
力
を
、

唱
し
て
ゐ
る
。

叉
そ
れ
に
よ
っ
て
間
接
に
（
為
替
相
場
を
決
定
す
る
と
断
定

よ
し
貨
幣
の
敷
聾
と
物
債
と
の
間
に
、
或
る
欄
係
を
認
む
る
と
し
て
も
、
貨
幣
数
盤
説
に
つ
い
て
は
左
の
如
き
稲
々

一
面
か
ら
見
れ
ば
、
彼
は
正
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レ
フ
ァ
イ
の
総
替
理
論

求
す
る
や
。
若
し
或
る
條
件
の
固
定
を
要
求
す
る
と
せ
ば
、
そ
は
一
般
均
衡
の
立
場
よ
り
許
さ
る
ぺ
き
か
否
か
。
更
に

條
件
の
固
定
を
承
認
す
る
と
き
、
果
し
て
貨
幣
数
最
説
は
救
は
れ
得
べ
き
か
、
等
の
諸
貼
。

第
二
に
貨
幣
数
堤
訟
の
賓
質
的
内
容
に
到
し
て
、

（
ハ
）
通
貨
の
敷
董

（
イ
）
貨
幣
数
筵
説
は
通
貨
の
数
謙
と
物
債
と
の
間
に
一
方
的
因

（
口
）
通
貨
と
物
債
と
の
闘
係
を
論
す
る
に
あ
た
り
て
、

函
数
と
見
ら
る
L
な
ら
ば
、

（
こ
貨
幣
敷
是
訟
は
或
る
條
件
の
固
定
を
要

る
か
。
流
通
す
る
（
通
貨
と
し
て
完
了
せ
る
）
通
貨
を
意
味
す
る
か
、
勝
た
又
流
通
の
意
圏
あ
る
通
貨
を
意
味
す
る
か
。

数
議
院
は
如
何
な
る
時
を
考
ふ
る
や
。
通
貨
の
敷
最
が
時
の

一
定
期
間
中
の
如
何
な
る
時
の
通
貨
を
意
味
す
る
か
、
更
に
移
動
財
貨
の
数
量
は
一
時
期

を
と
る
と
き
、
固
定
的
の
も
の
に
あ
ら
ざ
る
が
故
に
、
如
何
た
る
時
期
の
数
彙
を
と
る
べ
き
か
。

の
愛
動
が
他
の
経
齊
誇
量
と
の
均
衡
闘
係
よ
り
必
然
的
な
も
の
と
し
て
現
は
れ
た
る
か
、
或
は
他
の
経
演
諸
盤
の
菱
動

と
は
相
到
的
獨
立
に
現
は
れ
た
る
か
、
等
の
諸
貼
に
つ
い
て
吟
味
せ
ざ
る
限
り
貨
幣
敷
量
説
の
嘗
否
を
決
定
す
る
こ
と

は
出
来
な
い
。
従
つ
て
貨
幣
敷
量
説
を
基
礎
と
す
る
購
買
平
債
説
の
妥
嘗
如
何
に
つ
い
て
も
疑
が
賤
る
。

（
イ
）
貨
幣
数
盤
詮
に
於
て
謂
ふ
通
貨
の
数
董
と
は
何
を
意
味
す

通
貨
の
数
派
と
物
債
と
の
間
に
箪
な
る
函
敷
闊
係
の
み
を
認
む
る
か
。

果
闊
係
の
み
を
認
む
る
も
の
な
り
や
。

（
口
）
通
貨
の
敷
楚
と
物
債
と
の
間
に
一
次
的
因
果
闊
係
を
認
む
る
か
。
（
ハ
）

第
一
に
貨
幣
数
叢
説
の
理
論
的
構
成
に
到
し
て
、

の
貼
に
つ
い
て
深
く
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
。

第

二

巻

一
八
八

第

一

跛

一
八
八



需
要
供
給
説
を
採
る
人
々
は
、

奉
す
る
か
或
は
交
換
諭
的
貨
幣
諭

(
K
a
t
a
l
l
a
k
t
i
s
c
h
e
G
e
l
d
t
h
e
o
r
i
e
)
 

折
衷
を
試
み
た
が
、

こ
と
等
に
つ
い
て
暗
示
を
奥
へ
て
ゐ
る
功
綬
は
之
を
没
却
し
得
な
い
で
あ
ら
う
。

【
お
こ
と
は
リ
]

策

二

巻

一
八
九

第

猿

一
八
九

そ
の
着
眼
幽
が
腐
替
相
場
決
定
の
最
後
の
段
階
に
在
る
に
反
し
、
睛
買
力
平
慣
説
を

採
る
人
々
は
、
為
特
相
場
の
成
立
（
蹄
趨
貼
）
に
霊
心
を
置
く
。
ま
た
需
要
供
給
説
を
奉
す
る
人
々
は
、
物
憤
と
貨
幣

数
龍
と
の
闘
係
の
否
定
者
又
は
轄
説
者
た
る
に
反
し
、

9

陣
買
力
平
債
流
を
奉
す
る
人
々
は
、
殆
ん
ど
例
外
た
＜
貨
幣
数

祉
説
の
信
奉
者
で
あ
る
。
従
つ
て
為
替
學
説
を
批
判
検
討
す
る
に
嘗
つ
て
は
、
桐
格
理
論
は
勿
論
、
先
づ
貨
幣
の
概
念

及
び
貨
幣
債
値
論
、
例
へ
ば
金
渇
詮
か
名
目
訛
か
、
或
は
非
交
換
商
的
貨
幣
論

(
A
k
a
t
a
l
l
a
k
t
i
s
c
h
e
G
 e
l
d
t
h
e
o
r
i
e
)

を

レ
フ
ァ
イ
は
一
九
一
四
年
以
後
の
佛
蘭
西
に
於
け
る
酋
替
相
場
菱
動
の
宵
際
を
研
究
し
て
需
給
説
と
賭
買
力
説
と
の

以
上
の
根
本
頸
論
に
つ
い
て
幾
多
の
不
徹
底
と
誤
謬
と
を
犯
し
て
ゐ
る
や
う
に
思
は
れ
る
。
然
し

彼
が
第
替
相
場
の
成
立
と
愛
動
と
を
慨
別
す
べ
き
こ
と
及
び
動
態
的
為
替
相
場
と
静
態
的
盆
替
相
場
と
を
戚
別
す
べ
き

w• 
L
a
u
n
h
a
r
d
t
 
G

貨
幣
展
貌
に
つ
い
て
書
い
て
見
る
桜
で
あ
っ
た
，
同
氏
の
著
書

M
a
t
h
e
m
a
t
i
s
c
h
e
B
e
g
r
u
n
d
u
n
g
 d
e
r
 

レ
フ
ァ
イ
の
銹
替
理
論

最
初
編
料
の
方
か
ら
原
稿
割
賞
の
相
談
を
受
け
た
時
に
は

な
ら
ぬ
。

）
れ
ま
で
餘
リ
學
界
に
紹
介
さ
れ
て
ゐ
な
い
数
理
網
濡
根
希

を
信
す
る
か
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に
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い
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究
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な
け
れ
ば
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け
た
こ
と
は
深
く
お
わ
び
を
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
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D
i
e
 Q
u
a
n
t
i
t
a
t
s
t
h
e
o
r
i
e
,
 
1
8
8
9

に
つ
い
て
は
、
叫
叶

年
の
夏
休
暇
に
談
ん
で
相
常
の
興
味
を
感
じ
た
の
で
、
そ
の
内
の
貨
幣
数
拭
説
だ
け
で
も
書
い
て
見
ゃ
う
と
思
っ
て
大
分
筆
を

執
っ
た
が
途
中
で
や
め
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
は
同
氏
の
数
批
既
に
は
数
（
ら
れ
る
貼
も
多
い
が
、
可
な
リ
根
本
的
な
疑
問
も
あ

る
の
で
、
も
っ
と
突
込
ん
で
研
究
し
た
上
一
縫
に
し
て
疫
表
し
て
具
た
い
と
の
欲
求
が
強
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
締

切
間
際
に
な
っ
て
急
に
燭
目
を
簑
更
し
た
た
め
に
、
所
定
の
頁
数
を
縮
め
た
リ
編
斡
の
方
や
同
僚
諸
兄
に
多
大
の
御
注
惑
を
か
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